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第I章緒 言
昆虫類の精細胞に就いての研究は既に古くから少なからざる報告があり，中就余の研究の対
称である鱗麹目昆虫の精細胞発生機転に於ては Meves，Federly，Gatenby，Bowen等の研
究者に依って報告されている。家蚕 Bombyxmoriのものに就いても本邦では外山，川口等
の研究発表があるが，是等は主として細胞核，染色体等に関する所謂核学に関するもので原形
質構造に就いての観察は殆んど行われていなし1。ただ塚口，町田等に依り多少細胞質内物質及
び精子形成に就いての報告があるが， 之れとても余の所見と相異する点も多々害するのであ
る。例えば町田は Bombyxmoriの Mitochondriaは線維状或は糸状を呈して観察されるの
が殆んどであると云い，且つ Mitochondriaが空胞状に観察されるのは固定に依る人工的変
化であろう等と云っているが，余の例に於ては大率穎粒状叉は空胞状を呈している。この事に
関し Gatenby(1917)も鱗麹類の Spermatogoniumの Mitochondriaは微細な頼粒から
なるが成長期に到つては空胞状を呈すると記載しているので，余の観察は必ずしも誤りでない
と思う。
また余の所見では細胞有糸分裂の Telophase~乙於ては紡錘糸は漸次，消槌或は凝縮せんと
する性質を露呈し来るものであるが，このもの、態度消長に就いて深く詳細なる観察は甚だ興
味あるものと思われるO 例えば凝縮せんとする性質に依って紡錘糸上に塊状体を数多く生ず
る。これが融合し更らに大型と化する事に依り所謂，副核を生じ小型に止れば所謂 Mikroso・ 
men穎粒の数多くを生ずるものである。
一般に家蚕 Bombyxmoriは造精機転の細胞学的研究には好材料であって旦つ容易に入手
し得る等の利点がある。
第II章材料及び技術に闘す各 ζと であって大差は認められなかった。このことは川 
Bombyx moriには種々品種があるが，実験に依 口，町田も云っている通りである。余は Bombyx
って得たる結果に於ては何れの例に於ても大率同様 moriの千葉県下に於て春夏秋期に飼育せらる Lも
-380- 千葉医学会雑誌、 第 32巻
のを材料と Lた。町田〈ο1929 匂 1 比 ぬo幻の〉は Bombyxmori精 り〉此処に述ベる Mitochi∞
細胞に於て有核精子〈白eupyreneSpern:釘 ゆ) hon: 泊a固定及び同染色に依りて染まる物体であmatωοzoa dti
と無核精子〈伽apyreneSperrnatozoa)とカが:存し，有有‘
核精子は成熟分裂を幼虫期に行ったもので，無核精
子は輔の後半期に行ったものであると報告している
が，余の所見に於ても同様の結果が得られた。各々
の精子を観察する為に 5令期の幼虫の雄性生殖巣，
皐丸より老蝿に於ける皐丸迄各時期について検討し
たが，其の結果有核精子に於ても無核精子の場合に 
於ても夫等の Spormatogonium及び Spermato-
cyte迄の細胞質構成要素は両者全く同様であって，
相異点が認められなかった為に特別に区別する事は
しなかった。
Bombyxr:noriの皐丸は非常に柔軟で、あって米粒
大の大きさである為固定時聞は相当短縮する必要が
ある。例えば Weigl液固定の場合に於ては 5分~ 
10分位が可であった。
本研究に於て使用して比較的好結果を与えたと思
われた固定液を列挙すれば次の如くである。 
1 Ciaccio液， 2 Regaud液， 3 Flernming液， 
4 Zenker-formol液， 5 Weigl液， 6 Champy 
液であったが是等固定液は前述の知く大率短時間固
定する事が必要である。ただ何故か Ciaccio液固
定の場合に限り 24時間固定も可能で後更らにグロ
ーム酸後処置 Nachchromierungを2--3カ月間行
っても収縮を来すが如き事なく好結果を得たので、あ
る。後処置としては多くの場合重グローム酸加里液
に依る所謂 Nachchromierung及びオスミウム酸
に依る 'Nachosmier・ungを行い比較研究した。
染色法としては屡々余等が賞用する Heidenhain 
氏鉄ヘマトキシリシ法愛法を用いた。この方法は比
較的施行が簡便である事及び保存しても光線に依る 
槌色が軽微である事の利点がある。その他必要に応
じて Benda氏法 SndanlIE染色法及び Ehrlich
氏法を用いた。
鍍銀法としては種々ある中 DaFano法 Ramo・
ny~Cajal 法よりも反って GOlgi の亜耽酸法に依り 
Golgi装置検出に好結果をもたらした。
こ与に特記すべきは森田のタシニシ鍍銀法であっ
て，特に Ciaccio液固定に依る標本をタシニン鍍銀
法に依りて染色すると非常に鮮明であり，且つ詳細
なる構造の研究が可能の標本を作製され木研究達成
に大なる利益を得た。
第 III章 自家所見恐が批判 
(1)Mitochond:i;'a及ぴ Mikrosomenに就いて
る。余の例に於ても Mitochondriaを固定する間
定液は種々あるが，酸を加えないか，或は少し許り
加えた Ciaccio液， Regaud液， Champy液に依
る固定で最も優秀なる結果が得られた。以下先ず是
等の固定液にて固定した材料を鉄明禁へマトキシ P
シ液にて染色した標本に就き記述して見ょう。
2) Bornbyx rnoriの Sperrnatogonium及び
Spe町 natocyteの初期の Mitochondriaは核に接 
し一見して濃染し集団的に現われる。而し乍ら是れ
を詳細に観察すると甚だ微細なる個々の大小の頼粒
が集団して是等各穎粒が非常に帝国L、糸状物質に依り 
て互いに連絡し結合しているのが観察される。 CFig
り。但し是等余の所見と同様なる事実を Gatenby
(1917)が Lepidopteraの Spematogoniaで観
察記載してL、る。 
3) Spermatocyteが漸次成長増大するに従い細
胞原形質も増量し是と共に Mitochondriaの形態
は明瞭となり其の頼粒数に於ても増加し且つ種々形 
態の異なった Mitochondriaも混在して来る様に
なる。か Lる時期に於て注目すべき事は Mikroso・
rnenとの弁別である。
のここに述べる Mikrosomenなるものは曇に
森田(1931)が猫の精細胞中に新し¥，、意味に於て記
載したるものと同様なるものを指す。即ち，森田に
依ると一一類縮に依り achromatischeFaden上
に発生せる頼粒の総称を Mikrosomenとす一ーと
定義したものである。其の後渡辺(1936)も余の例〆
と同じ見虫である鈴虫の精細胞内に該物体の存在を
確認している。渡辺一一余等の観念に依る Mikro・
somenなるものは比較的酸に対する抵抗力強大な
るものにて鉄明饗ヘマトキシリ Yにて濃染し，オス
ミウム酸にては黒色の小願粒として検出さる与もの
なり。此の事実は森(1935)及び清水(1935)の記載
せる Mikrosomenと同→性質と思わる与ものにし 
て所謂 Mikrosomenが示す Mitochondriaとは異
なる性質の一つなり。余の例に於て Mikrosomen
は Zenker-formol固定に依るものをオスミウム
酸にて後処置する時鉄明察ヘマトキシリユバ乙て濃染
さる主小額粒として明らかに検出さる与ものを指
す。云々一一
余の場合に於ても Zenker-formol液固定は Mi-
krosomen検出に好結果を与えたけれども余ほオ
スミウム酸後処置 Nachosmierungのかわりに重
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グローム酸加旦後処置 Nachchromierungをーカ
月間行い優秀な標本を作製し得たのである。
5) Spermatocyte内の Mikrosomenを観察す
ると細糸状の原形質線維よりなる基礎物質内に大小
の微細頼粒が念珠状を呈して存在する。即ち換言す
れば各頼粒聞には achromatischeFaden様線維
があって是と連絡している像が見られる。
非常に小なる無数の Mikrosomen頼粒は無構造
の Cytoplasmafadenに依り連なり網目状に細胞 
対して不染性であり単に周辺部のみヘマトキシリ y
によく濃染する様になる。市してか Lる状態のもの 
は初めは少数見られるが時期の進むにつれて次第に
その数を増す。 (Fig.1)
斯かる空胞化する Mitochondriaについては既
に Meves(1900)が Pygaeraの Spermatocyte
に於て同様の事を記載-している。
また Gatenby (1917)は余の材料と同類のLepi・
dopteraに於て詳細に記載し且つその構造につい
質内全部に分布しているのが目撃せられる (Fig2)。 て内部をなす物質を chromophobicsubstance， 
か与る小なる Mikrosomen頼粒は時々互いに合
着癒合するが如き像を示す事がある。或はある物は
成長して中等大叉はより大なる頼粒に移行すると思 
われる所見を認める。 (Fig.2)
斯かる事実は既に森田(1931)も一一余の謂う 
Mikrosomenには形状大小あり多くのものが連絡
せるとき，その聞には achromatischeFaden様
物質ありて是と連絡せり，恰も念珠の如き有様な
り。余の信ずる所に依れば小なる Mikrosomenは
互いに合着癒合して大なる Mikrosomenとなる事
あり，また隣接せる細き_achromatischeFaden合
着癒合して太きものを生ずる事ありと恵わる。一一
と記載して Miは 鈎omenの融合する事事.を明らカか、にkros
している。余の標本に於て斯様な大中小種々の
Mi肱krosomen在存するも多くは中等大の Mikro-
somenで‘あつで小なる Mikrosomen頼粒の間にE
散在してし、る 0 ・
6)時として Mikrosomen自己の周囲に明瞭な
震を発生しているのを認める事があるd(Fig. 2) 
か Lる現象も既に森田(1931)の目撃している所
でで、あつて森田は之を‘“‘吋Vac 託 町rτぜ印uolemitKoI
けている。森田一一是等の Mi注 鈎omen 3kros の或2， 
の物の周囲に Vacuoleを生ず。即ち，輝ける明瞭
なる境界を示せる空胞内に一個の頼粒ある状態な 
り。余は之を Vacuolemit Kornと呼ぶ。云々一一
7) Spermatocyteの成長期に於ける Mitocho・ 
ndriaは種々の形態を示す。即ち，徴細な頼粒も漸
次その形態明瞭となり念珠状を呈し核のー側に集団
的に現われるが他方細胞質内にも散在して現われ始
める。 (Fig.1)
か Lる時期より頼粒の或る一部のものは空胞状の
形態を取る。即ち， Mitochondr.ia頼粒の空胞化し 
たものは中心が明瞭な空胞状を呈するに至る。即ち
Mitochondria頼粒の空胞化したものは中心が明瞭 
な空胞状を呈するに至る。即ち，へマトキシ !}yに
外部をなす物質を chromophi1icsubstanceと名
付けている。
8)即ち， Mitochondriaが空胞化する事は前述
した知く学者に依って認められてはし、るが，その愛
化の機転に就いては未だ充分に解決されてはいな
し、。但しこの空胞化の機転に就いて渡辺(1936)は
鈴虫の精細胞に於て詳細なる解説を試み，余の場合
と全くー致するが如き結論に到達してし、る。即ち，
裁に引用して余の所見に代えて記述する。
。渡辺に依れば一一斯る Mitochondria胞状物の
発生の機転を追及するに穎粒状の Mitochondria
の中心むには常『にこJ Mi此臼ゆ 政krosωomen存在し此の Mikro-
幻町)の所謂‘“‘γVac 町rrsωomenが森田(は1931 口uolemi仕tKoぜz
の現象に類似せる経過に依り先ず Vacuoleを化生 
し従ってその周囲に Mitchondria物質が外部より 
附着せるが如き状態となり，次で環状に見える胞状
物に2霊化するものなり。か Lる Mikrosomenの空 
胞化現象は絶えず行われているものなり。 Mitoch-
ondriaの胞状をなせる物は斯の如くして発生する
ものなりと思斜す。一一
kroMi此口刀sωomen頼粒存し，この Mik王rosωomenカが:所
謂森田の Vacuolemi比 町rnの現象に依つてtKo
Mitochondriaの胞状化を形成するものなりと考
えられる。 
9)然し乍ら町田(1935)は Bombyxmoriに於 
ける精細胞の Mitochondriaに就いて糸状乃至線
維状を呈して見られるのが通例で胞状に見えるのは
固定操作に依る人工的安化であると見倣してし、る。
然し余は Bombyxmoriの Spermatocyteに於け
る Mitochondriaの空胞化現象は前述した Mito-
chondria空胞化の発生機転及び種々なる固定液例
えば Flemming液， Champy液， Ciaccio液， 
Regaud液悶定に於ても常に現われる現象であるか
ら Mitochondriaの空胞化が単に人工的安化に依
382ー 千葉医学会雑誌 第32巻一 
るものであるとは考えられなし、。
10)発育時期が進むに従って今迄核のー側に集団 
的に偏在していた Mitochondria頼粒は長短種々 
の念珠状 Mitochondriaとなって核の周囲に散在
して現われる。 (Fig.3) 
然かも Mitochondriaの各個の大きさは増大し 
また，上述の知く空胞状に2霊化したもの L数も著し 
く増加し是等が細糸に依ってー列に連絡して長い糸 
状を作って観察される事もある。 (Fig.3) 
11)斯の如く Spermatocyteの成長期に於ては
Mitochondriaの形態は多種多様で、あって核(染色
質〉の状態の菱化に応じて愛化を来すが如きもので 
はないと考えられる。余の例に於て詳細に Mitoc-
hondriaの形態を観察すると所謂念珠状 Mitoch-
ondriaは Spermatocyteに於ては多数認められ
るものであるが是等は Mitochondria穎粒が数個 
乃至拾数個連鎖しているものであり，各頼粒聞は明 
瞭な細糸構造に依って連絡されている。この連鎖さ
れた頼粒の聞に前述の空胞化された頼粒が 2.~3 個
認められる。時にはこの念珠状 Mitochondriaの
一端キり極めて五郎、線維が伸びて，その附・近に存在
する微細穎粒所謂 Mikrosomenと連絡し・ており，
また， その末端に於ては Centrosomとも連絡し
ている像を観察する事が出来る。か Lる微細頼粒所
謂 MikrosomenとCentrosomとが同一細糸に依
って連絡している事実は Centrosomの発生機転を
追究するにあたって興味ある所であるが，これに就
いては後述する。また，屡々恰かも短惇状に見られ
る Mitochondriaが存在する。 これは念珠状のも
のに比すれば肥厚し揖棒状を呈している。
また， Mitochondria には長い糸状を呈し核をーI
側或は両側から抱擁するが如き所謂 Plastosomen 
型の形態を観察する事がある。然しこの糸状 Mito-
chondriaには所々に細くなった部分，或は肥厚し
た部分，空胞化した部分等種々の像が見られる。ま
た，その一端よりは細糸に依って連絡した Mikro・
somen頼粒を認める事が出来る。 (Fig.3)
また，糸状 Mitochondriaが種々好曲錯綜して
観察される事もある。
また時には Mitochondriaが輪状に見られる事
もあるが其の大きさは必ずしも一様でなく著しく大 
なるものもあり且つ亦其の輪状に Mi】rrosomen頼
粒が存在する場合もある。時には円環の一昔j)が開放
Lて半円形を示すものもある。
12)上述の如く Mitochondriaの種々形態に就
いて文献を参照するに Hemiptera に属する Ger~ 
risに就いて Po1ister (1930)は発育期の終りに
Chondriosomの糸状体に液状化する場合がある事
を記載している。
Pol1ister-一一 Inthe later growth stages of 
Gerris remigis the larger chondriosom thre・
ads develop a series of beadlike swe1ings， 
which subsequently become separated to form 
spherical bodies or chondriospheres. 
また Oecanthusmigricornisの Mitochoridria 
につき Johnson(1932)の記載に依ると Mitocho・
ndriaは小頼粒状を呈するも各額粒につき必ずしも
確実に中央に chromophobicsubstanceの存在は 
認められなtし、と云ってしお。この事実は余の例に於 
ける所見と略々一致している。'
Johnson一一一Thechondriosomes become dis-
tributed until they surround the nucleus. 
The difirtitive chondriosomes are remarkably 
small and 1 have not been able to demonst-
rate beyond question a medullary chromop~ 
hobic substance in each element. 
また， Kus己hakewitsch (1916)は Cerithium
に於ては Mitochondria頼粒集合して根棒状をな
す傾向があり，或はまた大なる球体が列をなして並
び連絡する事もある。是等の事実より Kuschake幽 
witschは頼粒状 Mitochondriaを其の原基と考え
単にその離合に依って棒状或は糸状の Mitochon-
driaが形成されると云っている。 
13) Mitochondriaの種々、なる形態の形成に就い
ての余の見解は，共の基本型を余等の Mikrosom-
en頼粒にあると考える。即ち，細胞内に於て Mik-
rosomenfäden~，こ依って連絡して散在する Mikro­
somenは自個の周囲に Mitochondria物質を獲得-
して頼粒状の Mitochondriaを生ずるものと考え
る;か Lる Mitochondria物質は Mitochondria 
とは明らかに区別して考えるべきものであって，こ 
れは森田 (1931)に依って次の如く解明されている己
森田一一ここに注意すべきは所謂 Mitoc.hondria 
と Mitochondria物質とは区別して考九らるベ
きものなりと思わる。所謂 Mitochondriaとは
Mi tochondria物質が Cytoplasma白brillenの周
り比附着してこれを包覆せる状態を指すものにし
て，従って Mitochondriaは Mikrosomenをそ 
の内部に含有せり。 されば Mitochondria物質の 
附着せざる Fibr叫 enは Cytoplasmafibri1lenに
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して Mitochondriaに非ず。また， Mitochondria 
を作らざる Mitochondria物質は集りて塊状をな 
す事あり云々一一
余の謂う Mitochondria物質も斯くの如きもの
であって，若し!司ーの Mikrosomenfaden上の数
個の Mikrosomenが夫々 Mitochondria物質を
獲得した場合に於ては前述した如き連鎖状の Mito-
chondriaとして観察されるが，か Lる際には Mik-
rosomen頼粒のみに Mitochondria物質が吸着さ
れるものとは考えられなし、。同じ achromatische
Fadenの援縮に依って発生したと考えられる Mi-
krosomenfadenの周囲にも Mitochondriaが融
着し，これが多量に融着すれば連鎖状でなく一様に
純糸も頼粒も区別出来ない太さの糸状体となり，前 
述の所謂糸状 Mitochondriaに斐成するものと考
える。また前述した輪状 Mitochondriaの形成は
Mikrosomenfadenの一端が轡曲して他端と合し，
是に Mitochondria物質が融着して生じたものと
考える。
14)図 4に示す様に Mitochondriaが時として
塊状に何物かを抱擁している状態を観察する事があ
る。是は森田(1931)の謂う所謂 Mitochondrien・
korperと考えられる。森田に依れば一一猫の如き
高等動物に於ては，一般に IdiozomとMitochon-
driaとは別個の物質として存在すれども下等動物 
に於ては，是等が合着融合して一個の新個体を発生
する事もあるものならんと d思惟す。所謂 Mitocho-
ndrien-Korperと云う物は恐らく斯の如くして生
じたるものなるべし。云々と記載してしる。
15)時期が進んで成長期を経たる Spermatocyte
は所謂成熟分裂を行うものである。前述の如く Mi-
tochondriaは Spermatocyteの成長期に於ては， 
特に核愛化に伴L 、一定の形態~化を示すものではな
いが，分裂期に入ると好んで糸状の Mitochondria 
を観察する事が出来る。 (Fig.5) 
観察する事が出来る。 (Fig.5)
16)かLる時期に於て Mitochondriaの形態の
みならず Mitochondria の数量に於ても著しい~
化を観察する事が出来る。即ち，分裂前期を経て中
期の時期に至ると Mitochondriaは細胞内に於て
著しく獄少した感を受ける。この事実は Mitocho・
ndriaの一部が消失するためで、はないかと考えられ 
る。か Lる反面細胞内に於て核周囲のみならず両極 
に於ても多数の微細頼粒を観察する事が出来る。
この Mitochondriaの一部消失する事実は森田 
(1931)も是を認め一一 Mitoseに際しては母細胞 
の Mitochondria の--i'~15は消失するものと思わる。
云々一ーと述べている。また，多くの学者〈例 Po-
l1ister 1930，Mikey 1935，町田 1935等〉に於ても
精細胞分裂前及び中期の両極に於て Mitochondria
の存在を認め難い事は知られてし、る。上述の如く細 
胞分裂に際して Mitochondriaの一部消失及び両
極に存在する多数の微細頼粒等の所見依り考えれば
少くとも Mitochondriaの一部は此の時期に於て 
空胞f白昆象に依り Mitochondriaが Mitochondria
物質を失って微細頼粒所謂 Mikrosomen転化した
為に Mitochondriaの一部が消失して， 微細頼粒 
所謂 Mikrosomenが生じたるものと考えられる。
(Fig.5) 
17)松原(1943)は山根魚の精母細胞に於て，母
側胞内に既存せし Mitochondriaが娘細胞内に於
て未だ消失せずして存在する事あるは，屡々目撃す 
る所なるも著しく萎縮し消失の傾向を明らかに窺わ
る。一ーと記載している所であって，余の所見を補 
強せる所である。かくの如く細胞分裂に於て Mito-
chondriaの出現被少する所見を考察すれば Mito・ 
chondriaの少くとも「部は，か与る時期に於て，
他の物質に斐化するものと考える。即ち，前述の如
く Mitochondriaが空胞化現象に依って Mitoch-
ondria物質を失いて微細頼粒所謂 Mikrosomen
斯くの如き事実を Mevesは Paludina~.こ於てーに転化する事は容易に考え得られる所である。 
Kuschakewitschは Cerithium~，こ於て是を記載 
しまた， Gatenby等も threadlike formと云
う名称を記載している。
渡辺 (1936)も亦 Mitochondriaの紐状物を糸状 
体と名づけている。斯くの如き糸状 Mitochondria
は細胞分裂の前，中期に於ては糸状の形態で染色体
のー側に好・んで粁曲蛇行して存在し，其の処々に空 
胞状化した部分の Mitochondriaが 2--3個明瞭に
1めこの時期に於て Mitochondria と紡錘糸と
の関係は常に Mitochondriaは紡錘糸の周囲に存
在して決して紡錘糸の内部には糸状の Mitochond・
riaを認めない。また， Mitochondriaは，紡錘糸
の周囲に於て一様均等に配列される事なく，或る側
に多く集り，他の側には稀薄であり，時には全く
Mitochondriaがー側のみに偏在して観察され得
る事もある。 (Fig.5) 
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かLる現象に就いて Doyle(1933)は Sciearaに 
於て Pollister(1930)は Gerris，Mikey，(1935) 
は Bruchusに於て同様の事実を記載している。
19)分裂後期より終期に到るに及んで Aequato・
rialplatteにあたる Chromosomenが分裂し反 
対の方向に移動する事に依って両方の Chromoso-
men団の聞に新しい achromatische Fadenが発
生する。是が即ち， Verbindungsfadenである。 
Verbindungsfadenは Chromosomenと Chro-
mosomenとを連絡し両極が互いに相離れるにした
がって Chromosomenは互いに相離れ，それと共
に Verbinclungsfadenも伸長するのが観察する事 
が出来る。 (Fig.6)
か Lる時期即ち， Verbindungsfadenの発生と共
に Fadenわヘマトキシ y yに依り Mitochondria 
性に染色され出現して来る。_-
是は Mitochondria物質が其処に存在する ach-
romatische fadenと融合する為に発現して来たも
のと考える。然し従来 Verbindungsfaden上に発
生した Mitochondriaは紡錘糸の周囲に散在して
いた Mitochondriaが移行したものと信じられて 
いたが，余は上述の知き所見及び既に前述した如く
紡錘糸の周囲の Mitochondriaは絶えず空胞f悶
象に依って消失しつ L ある事等より考えると Verb~
ihdungl3faden上に発生したへマトキシリン性に染
色される物質は明らかに Mitochondria物質が発
生して achromatischeFaden に融合して生じた
ものと考える。
斯くして生じた Mitochondria物質は細胞分裂
後期の末期に於て森田の名付ける“achromatische
Fadenの競縮現象に依りて生じたるものを Mikr-
osomenと総称する"この現象に依って新たに形
成された多数の Mikrosomenの一部に吸着する
事に依って揮状或は頼粒状 Mitochondriaの形成
されるのを観察する事が出来るが， achromatische 
20)分裂進んで Telophaseの中期以後になると
achromatische Faden上に甚だ微細な濃染性結
節状頼粒の出現するのを認める。是等は初め漸く可 
視の程度であるが，漸次形を増強して achromati-
sche Fadenは細し、念珠状連続穎粒の外観を呈する
も，其の微細頼粒の形の大小，及び染色度に於ては 
多くの差異を認める。即ち，斯の如き頼粒は Mik・
rosomenに相当するものである。!即ち，是は森田 
(1931)の achromatischeFadenり凝縮現象と称 
する機転であって余の例に於ても明確に観察し得ら
れる現象である。 CFig.7)
21)細胞板の形成機転に就いては今向論議の-一致
しない所であるが，余は此の事につき次の如き観察
を得た。即ち，赤道部に相当する連結糸上に結節状
の微細頼粒即ち， Mikrosomen.の発生するのを観
察する。是等を詳細に観察すると此頼粒は数個の結
節状穎粒が並行して存在する。是が即ち，細胞板の 
原基をなすもりである。 (Fig.7)
次いで細胞の絞犯現象の発現する時期に至れば比
穎粒は漸次肥大し，その周囲が染色性を失って
Vacuoleの様な外観を呈するのが観察される。(Fig
り
以上の知き所見を綜合して考察すれば娘細胞聞に
は Mikrosomenに依り細胞板が形成され，細胞の 
絞掘現象及び Vacuolemit Kornの増大融合に依
りて娘細胞間分離せられるものと考える。
か Lる所見と同様な事実を森田(1931)も猫の精
細胞に於て記載し且つその発生機転について究明し
てしる。森田一一 Verbindungsfadenの中央部即
ち， Aequatorialebene に相当し並列せる多くの 
結節状頼粒を発生するものなり。之れ即ち， Zell-
platteにして，余は斯の如き頼粒は achromatis・ 
che Fadenの凝縮現象によりて生ずるものなりと
信ず云々一一 
22)他方斯くの如き細胞分裂に依り消失しなし、母 
Fadenの凝縮進むにしたがって上記 Mitochond-_細胞の Mitochondriaは同じく娘細胞に移行する 
riaが融合して新たに糸状体の Mitochondriaの
出現をも観察する事が出来る。 (Fig.6)
以上の所見を理論的に考えると Mitochondria
の新生は Mikrosomen頼粒が，その周囲に Mito-
chondria物質を吸着する事に依って新生されるも
のと考える。この事に関して渡辺(1936)も鈴虫の 
Spermatocyteの分裂期に於て，か Lる現象を確
認してし、る。
ものであるがー骸に母細胞の細胞質が等分に娘細
胞に移行する時は概ね Mitochondriaも等分に娘
細胞に移行するのを観察し得られるが，母細胞質が
一方の娘細胞のみに多く分臨されるが如き事実は麗 
々観察される所で，斯の如き場合には Mitochond・
riaも亦不平等に分配されるを観察される。 
此の所見より考えれば Mitochondriaが細胞分
裂に際して娘細胞内に等分に移行すると云う Me. 
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ves等の主張する，所謂 Chondriokinese説に必 
ずしも合致しない点があり疑義をもつものである。
23)文献に依ると Meves (1900)は Paludina
の Spermatocyteの分裂に際し Mitochondriaは
紡錘軸に平行に横わり，細胞体を絞窄する事に依つ
て略々等量に両分されて各娘細胞に移行するもので 
あると記述してし、る。 Meves-_ Wenn die Dur-
chschnurung vorsich geht，dass beide Tocht-
erzellen gleiche oder annahrund gleiche Ant-
heile der Faden bekommen.-一、
また， Kuschakewitsch (1913)は Cerithium
に於て， Duesberg(1911)は Triton~，こ於ても同様
の事を記載している。 Michey (1935)も Bruchus 
に就いて Mitochondriaは分裂の際等量に娘細胞 
に配分する事を主張してし、る。 Mickey一一 At 
later anaphase when the cytoplasma constr 
icts，the threads again become granular and 
at telophase they are separated into groups 
of practically equal amounts，apparently by 
means of the constriction (Bowen 20) 
之等は統べて Mevesの Chondriokrinese説を
支持している。
24)併し乍ら Gatenby(1917)は Helixに於て 
Meves一派の主唱する Chondriokinese説を疑
い Mitochondriaを原形質の染色体であると云う
様な確証がなく稀には Mitochondria頼粒が悉く
娘絢胞の一方に移行する場合のある所見を示して， 
Mevesの説を否定している事は注目に値する所で
ある。 
Gatenby-一一 1 have preasent very little 
evidence to 0旺erconcerning the theories of 
division of mitochondria，and to whether 
they are the "chromosomes of the cytopla-
sma" as Meves would say，but 1 fell sure 
tbat no division of the mitochondrial body ， 
in the maturation divisions can be demonstr-
ated with any degree of certainty. The view 
1 take is that the mitochondrial granules are 
pot divided individually into part，but are 
distributed whole to one or the other daug-
hter cell.一一一
riaの少くとも一部は消失ーするものなりと思わる。
一一Mitochondriaが permanentorga:p.なりとの 
説即ち， Mitoseの際に消失する事なく娘細胞に移
行すと云う説にも疑義あり云々一一
また，渡辺(1936)も鈴虫の精細胞分裂に於て
Mitochondriaが必ずしも等量に両娘細胞に分配さ
れるものとは考えられないと云って余の所見と同様 
の観察を記載している。 
渡辺一一何となれば Mitochondriaが Mitose 
の中期以前に於て既に其の一部分は Vacuole状と
なりで消失しつ Lある事及び娘細胞の細胞質自体同
量に分離さる与ものとも考えられざればなり。』ーー
26)分裂後の Mitochondriaは多くは Interk・
inesisに入り糸状の形態を呈し核の周囲に於て
Plastosomenの型を取って観察する事が出来る。 
この状態に於ける Mitochondriaの数量が著し 
く多量に観察される所からしても分裂後期に於て 
achromatische Fadenの競縮に依って Mitoch-
ondriaの新生される事が領かれる。 
27)第 2分裂に於ける前中期の状態は不明瞭では
あるが Telophaseに及んで糸状の Mitochondria
及び母細胞の絞施現象に依って切半された achro-
matische Fadenは強く凝縮融合して一団となり， 
へマトキシ]};:/に依って強く染色された物体とな
る。是が副核の形成であって詳細は別項に於て記述
する。 
28)以上の如く余の所見を綜合して考察すると 
Bombyx moriの精細胞に於ける Mitochondria
の発生は前述した知く細胞分裂の後期に於て achr・ 
omatische Fadenの獄縮現象に依り或は一部の 
Mitochondriaは細胞質内の Mikrosomenを原
基として発生するものである。
第 2項 Spindelrest
。細胞分裂の Telophase以後娘細胞が形成され
る時期に於て両娘細胞の原形質内或は細胞体外部に
細胞と細胞とを連絡する帯状叉は砂時計状の暗色に
染る homogenの物質を屡々観察する事が出来る。
くFig.7)
即ち，両娘細胞体が既に絞窄した状態に於てもな
お，その間に紡錘糸が残存して，然も未だ全く両分
されていなし、状態のもの，換言すれば Tochterze-
， llenが互いに分離する際に生ずる achromatische 
25)森田(1931)は余と同様の見解に於て次の如 Fadenの残存物，是が所謂 Spindelrestと呼ばれ
く記載しているo るものである。 W i1sonく1925)の記載した Spind・
森田一一Mitoseの際には母細胞の Mitochond- elrestと同意義のものであると考えられる。
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2) Spindelrestは種々なる固定液，例えば Fle-
mming液， Ciaccio液， Regaud液， Weigl液，
Zenker-formol液等何れの固定液に於ても同様
の所見を現わすが，特に Zenker-formol液及び 
Ciaccio液固定後森田のタンニシ鍍銀法に依るもの
が最も観察に適当であった。
3) Bombyx moriの Spindelrestは Teloph・
ase以後に於て前述した様に 2個の娘細胞問に ho-
mogenの帯状或は砂時計状の物体として出現し，
分裂した娘細胞が相接している時には所謂 Zellko・
ppel状を呈してし、る。また，時には何等かの原因
に依って 2個の娘細胞が遠く引き離されるために
Spindelrestが比較的長く延びて存在するのを観察
する事が出来る。
斯の如き事実より Spindelrestは細胞内に存在
する部分と，細胞外の部分とに区別する事が出来
mる。この事に就いては渡辺(1936)も鈴虫の精細胞
に於て同様の所見を観察している。
また， Spindelrestは2個の娘細胞間に母細胞 
分裂軸と多くの場合直角であるが，時には斜或は並
行の場合も認められ，且つ亦他の娘細胞とも三叉状
に交叉連絡している像を観察する事が出来る。
4)次にか Lる時期に於て Spindelrestを詳細に
観察すると各細胞に於ける Spindelrestは種々な
る様相を呈し，其の形態及び大きさがー定していな
い。この事に関して Gatenby (1931)も Lepido-
pteraに於て Spindelrestは一時的存在の性質を
もっているとの見解を示している。
田く1931)も猫の精細胞に於て余の所見と同様の事 
実を言己載してし、る。 
森田ー 一一Verbindungsfadenの中央部即ち Ae-
qua trialebeneに相当し並列せる多くの結節状穎 
粒を発生するものなり。是れ即ち， Zellplatteにし
て余は斯の如き頼粒は achromatischeFadenの 
凝縮現象に依りて生ずるものなりと信ず。但し何故 
に丁度 aequator~.こ当る所に並列せる結節を生ず 
るものなるかは解釈に苦しむ所なれども云々一一
次第に凝縮の度が進むと achromatischeFaden 
のうち娘核開を結ぶ Verbindungsfadenは赤道板
を中央として両側の娘核を包む漏斗状の物体を生じ， 
且つ，染色態度も周囲の細胞質に比し濃染して来る。
か Lる時期に於て achromatischeFadenの援
縮現象は赤道板上のみでなく，他'の部分に於ても惹
起し，甚だ徴細な濃染性結節状頼粒が多数出現する p 
を認める。是等は初めの中は漸く可視出来る程度の
小なるものであるが， 漸次形状は増大して achro-
matische Faden全体は並列する念珠状頼粒によ
り形成せらる Lのが観察される。か Lる頼粒は所謂
前述せる Mikrosomenに相当するものである。ま
た，是等の Mikrosomenは相互に合着融合して， 
大なる Mikrosomenと{じする事あり，また，時に
は隣接する細し、 2木の achromatischeFadenも
互いに合着融合して太ぃ 1:;2ドの紐状体と化する事も
ある。斯の如く 'achromatischeFadenが消失す 
る事なく凝縮現象を起して生じた Spindelrest内
には Mikrosomen頼粒が存し細糸をもって細胞質 
Gatenby--1 incline to the opinion that， 内の Mikrosomenと連絡している像も認める。 
----and that the “Spindelrestkorper" is of 
transitory nature. 
余もまたこのものが achromatischeFadenの
凝縮現象の刻々と愛化するために斯様な現象を観察
出来るものと考える。
娘核が形成される時期に到ると両娘細胞間を連絡
する achromatischeF益denに著しい斐化を生ず
る。即ち， achromatische Fadenの旗縮現象ま 
たは消失現象である。この時期に於て achrom.ati・
sche Fadenの Zellplatteに相当する赤道部に結
節状の微細頼粒，数個が並列して存在するを目撃す
る事である。此のものは恐らく位置的関係まり考え
(Fig. 8) 
5)細胞分裂完了して 2個の娘細胞が完全に形成
された時期に於ては 2個の娘細胞聞に存在した純胞
外部の Spindelrestは分離し染色態度も著しく濃
染する様になる。是は漸次萎縮する状態を示すもの
であって，後では是等は消失するものと考える。
ずか Lる時期に於て細胞内部に存在する Spindel-
restも細胞外部の Spindelrestと同様に萎縮して
染色態度も濃染し ために Spindelrest内の何々 
の.Mikrosomen頼粒が認められなし、状態となり細
胞分裂軸に沿って存在するのを観察する。 (Fig8) 
時には Spindelrestが制胞原形質内に於て塊状
て Platner (1989)の命名する Mitosomに比敵す・に集合して存在する像を認める。是が即ち， Spin-
るものと考えられるが，余はこの穎粒の発生に就い delrestkorperと謂われるものである。 (Fig8) 
て Mikrosomenの項に於て記述した如く achro- 6)上述した如く余の例に於ては細胞内部に Spin-
niatische Fadenの灘縮に依るものと考える。森 delrestを観察する事が出来るが，時には分裂した
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2個の娘細胞内に全然 Spindelrestの存在を認め
なし、事がある。か Lる現象はl前述の athromatis-
che Fadenが凝縮する現象より消失する現象が強
く働いたために斯様な結果を生じて来たものと考え
る。 
7)以上の事実より考察すると Telophaseに於
て achromatischeFadenは漸次消極及び燦縮す
る性質を示すものである事が考えられる。
即ち，① achromatischeFadenの顕'縮する性
質が強く働いた時には achromatischeFaden上
に微細な頼粒が生じる。是が Mikrosomenであっ
て~~縮がより強く働いた場合に於ては Spindelrest
として存在する。また，是等は Mitochondriaと
共に所謂副核の発生にも関与する。詳細は別項に於
て記述する。 
② achromatische Fadenの消極せんとする性
質が強く働いた場合には Spindelrestは全く発生
せず。故に上述の 2つの性質の存在を認識する事は 
Spindelrestの発生を理解するに当って大切な事で
ある。 
8)余はまた Sperrnatogoniurnの初期に於ても 
Spindelrestを核のー側に於て Mitochondriaや 
Golgi装置と異なった形態を示してL、るのを認めた。 
Sperrnatogoniurnに於ける Spindelrestは Mit・ 
ochondriaとは其の形態を異にし，また， Golgi装
置とも形態に於て異なっている。この事に関して柿
木(1941)もウ ξニナの Spermatogoniumに於て 
Spindelrestを観察した事を記載している。 また， 
Duesberg (1911).も次の如く記載・して Spindelr-
estの存在を認めている。 
Duesberg---Sie finden in den Spermatog-
onien ein einzieges Plastosomen，das，wie sie 
sagen，aus auserodentlich eng zusammenlie-
genden .Kornern gebi1det ist，die Lage dieses 
Elernentes in der Zelle ist eine solche，dass 
ich mich des Gedenkens nicht Spindel，der 
sich mit der Bendaschen Methode auch Viol-
ett farben lasst. 
9)こ与に於て古来より Spindelrestに就いての
文献を参照すると，諸学者に依って各種動物の精細
胞を観察して種々なる名称の下で Spindelrestの 
研究の記載がある。
Platner (1886)は Schmetterlingの精細胞の
Spindelrestを Zellbruckeと命名し， Johnson 
(1932)もOecanthusnigricornisの精細胞につい 
て spindlebridge(the spindlebridge is a cons-
picuous object extending from cel1to cell)と 
記載してし、る。
また，更らに Zimmerman(1 ~19) は Helix の
精純胞に於て Zel1koppelと記載しているが Bo11-
es Lee (1995)も同様に Helixに就いて Zellbru-
cl悼と Zel1koppelと区別して細胞分裂の Verbi-
ndungsfadenから生じたものが Zel1bruckeで多
くの細胞の聞に Spindelrestの相互に酉d列する状
態を Zellkoppelであると記載している。 
Balles Lee---Die Zellbrucke aus den Ve崎 
rbindungsfaden der Spindeln sich thei1enden 
Zellen hervorgeht，und aus der Aneinardさr-
reihung derartiger Spindelreste bei vielen 
Zellen Zellkoppeln entstehen.--
併し Zellbruckeと云い， Zellkoppelと云うも
余の例に於ては Spindelr'estと同意義のものと考
える。 
10)また， Erlanger (1895)は Phyllodrornia，
くBlatta)germanicaの精細胞に於ける Spindel-
restを Zellbruckeと云い，是が Idiozomを形
成する事を観察してし、る。 
Erlanger一一一Schickel) sich nun die Sperma-
tocyten erster Qrdnung zur Thei1ung'an，so 
runden sie sich zunachst ab und liegen frei 
neben einander，dabei werden die Zel1bruc-
ke in der Mitte zerrissen，so dass die betr-
e宜endeHalfte zu einem rundlichen homoge-
nen Korper urnbi1det，welche oftenrs das 
Aussehen einer Sphare vortauscht. 
11)また， Holmgren (1903)は Silphacarci‘ 
nataの Spermatogeneseに於て Spindelrestを 
Zellkoppelと名づけ，このものと Nebenkern及
び Idiozomとの関係について記載している。 
Holmgren-一一ー DieFadchen (Verbindungsfa-
den)ballen sich zusammen und bilden einen 
wahren “Nebenkern" der sich durch Einw-
anderung der Zentralkorper als ein “Idioz-
一om" dokumentiert.-
斯くの如く Zel1bruckeと云いZellkoppelまた
Spindlebridgeと云うも皆 Spindelrestと同意義
のもので何れも achromatische'Fadenの残存物 
即ち， Spindelrestと同ーのものと考える。 
12) Spindelrestの生成に就いてもホ Nebenk・ 
ern及び Idiozomとの相互関係に就いても言者学者
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に依り種々論議されているが，その中で Meves Spermatidに於て非常に良く観察する事が出来た。 
(1900)は Verbindungsfadenが細胞分裂に於て 乙の副核に就いては別項に於て詳述するが，前述の 
Flemmingの所謂 Zwischenkorperchen内に凝ー如く achromatischeFadenの競縮する性質が強
集して硬き物体となり，最初は両娘細胞と結合する
が，後には屡々 2つに分離して各細胞に円形の物質
を構成すると記載しているのは，余の所見と照合し 
て適切な意見と考える。
13)また Mevesは Spermatogonium及び Sp-
erm~tocyte 内に散在する Mitochondria が Spe-
rmatid内に於ては統一した物体となるために是を
Spermatocyte内の Nebenkern即ち Idiozom 
と誤ったものと解説し，またかつて諸家が Neben-
kernと Idiozom及び Spindelrestkδrperとを 
同一物と解釈したものは，その染色方法より止むを 
得ないと述べ，既往に於て Nebenkern と呼ばれ 
ていた多くのものが Mitochondr・ienkorperに該 
当するもので是と所謂 Idiozomとは厳密に区別し 
なければならない事を強調し，併せて Spindelres~ 
tkorperも亦往々 Nebenkernと誤認されている 
事を指摘している。 、 
Meves-一Die Mitochondrien sind in den 
Spermatogonien und Spermatocyten' meiste・ 
ns，wie gesagt，in'der Zellsubstanz verstreut. 
1n de:q.Falls treten sie zu einem einheitlichen
Gebilde (Nebenkern) wenn uber・haupt，er討 e 
in den Spermatiden zusammen. Man darf es 
daher den fruheren Untersuchen nicht allzu・ 
se1.r verubeln，zumal sie von ihnen angewan-
く働く事に依って Spindelrestが生じるものと考
える。か Lる Spindelrestが Mikrosomen及び
Mitochondriaと共に副核の形成に参与するものと
考える。 
ζの事に関して v.Eilanger (1897)も Blatta 
germanicaに於て副核が Spinderlrestから発生 
する事を指摘して，次の如き記載がある4 
Erlanger一一Beider letzten Reifungstei1ung 
gibt ebenfalls jede Halfte der Spindelbrucke 
in der zugehorigen Spermatide eine derarti・
gen rundlichen Kδrper，der nichts weiters als 
der “Nebenkern" ist. Daraustfolgt，dass der 
echte Nebenkern (der Spermatiden) der Hι 
lfte des Spindelfasersentspricht，dass ferner 
bomologen Bi1dungen auf fruheren Entwickl-
ung叫 adiend'erHodenzel1en vorkommen，hier 
aber keineswegs de，m entsprechen，was gew・ 
ohnlich und mitUnrecht als Nebenkern，Att-
raktionssphareoder Archoplasma bezeichnet 
wird. 
第 3項 Centrosom 
1) Sprmatogenesisに於て Centrosomを最 
初に追跡した者に Lenhossekがある。氏に依ると 
Ratteの生殖細胞の統ての時期に於て Centrosom 
を認めている。其の後，多くの学者に依っても種々 
dten Farbemethoden nichts sehen konnten， の動物の Cen，trosomに就いて観察されているが， 
dass sie das Idiozom oder Spindelrestkδrper 
ihres Praparate oder auch gelegentlich beide 
Geibi1de fur Homologa des Nebenkerns neh-
men. 
斯様に Mevesは Spindelrest及び Idiozom 
及び Nebenkernとの相互関係に就いては全く考 
えず，単に各々別個のものとして考えているが，余
の所見からしての見解は Mitochondrienkδrper 
と云い Spindelrestと云い， ，Nebenkernと云い
統べて皆その発生学的根源は一つである。即ち， 
achromatische Fadenの凝縮現象に依り発生す
るものである。また， Spindelrestは原形質中に常
在する要素でなく，前述した如く achromatische 
Fadenの讃縮現象の一過程に生じた物体である。 
13)前述の知く余の例に於ては Idiozomは全く
観察する事は出来なかったが，後述の如く副核は
その中でも特に見虫類の生殖細胞に於ける Centr-
osomは広く観察言出設されている。例えば Meves 
(1897)，Cretschmarく1928)，Knaben (1931)， 
Johnson (1932)，Risley (1936)等である。
Meves(1897)は Schmetterlingに於て Sper-
matocyteの Centrosomは2個存在し，その各々
から 2，本宛の鞭毛を出し其の先端に根棒状の頼粒が
‘ 
存し，後には Spermatozoenの軸糸になると，初
めて記載し，其の後多くの研究者逮も略々同様の所
見を記載している。 
2) Bombyx moriに於ても Schmetterlingと
同様に比較的容易に Centrosomを観察する事が出
来る。余の例に於ては Ciaccio固定及び Zenker・ 
formol固定で Benda染色及び鉄へマトキシリγ
染色が最も良い結果を得た。また，鞭毛の観察には
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森田のタシニシ酸鍍銀法が最適であった。 
3) Spermatogoniumに於ける Centrosomは
核の附近で細胞原形質の広い部分に於て観察される
が，其の形態極めて Mikrosonien及び頼粒状 Mi-
tochondriaと近似した外観を示すが， Centrosom 
は其の大きさに於て前者より稲大きく，且つ濃染し
て観察される。通常 Centrosomは此の時期に於て
は1乃至2個観察されるが，未だに鞭毛を有してい
ないために Mitochondria及び Golgi装置等と区
別し難い事がある。
4) Spern~atocyte の発育期に到ると Centros-
omも殆んど2個観察され，然も小型のものより次 
第に増大して犬型のものとなり，核の周囲及び細胞
の周辺に常在する様になる。 (Fig.の
かLる2個の Centrosom相互には一定の間隔を 
おいて存在するが，両者聞に於ては特別の関係は認 
められなかった。多くの場合に於ては一方の Cent-
rosomが核に接し，他方の Centrosomが細胞の 
周辺に存在するのを屡々観察する。何故にか与る位
置的関係を取るものかは，理解する事が図雑であ
る。併し時には 2個の Centrosomが共に細胞原形 
質の周辺に存在するのを観察する事・もある。
5)前述した如ミ Meves (1898)が Schmette・
2倍犬の大きさに達する。か Lる時期に於て時とし 
て Centrosomの周囲に明瞭な畳を観察する事が
ある。是は先に Mikrosomenの項に於て Vacuole
mit Kornなる名称の本に記述した現象と同ーのも 
のと考える。
めまたこ与に於で注目すべき所見は Centrosom
がか与る Vacuolemit Korn状態を呈する場合に
於ては同時に MikrosomenもVacuolemit Korn 
の状態を示す事実である。また，余が centrosom
の検出に成功した多くの場合は Mikrosomon検出 
法に依る標本である事，等より考えれば Centros-
omとMikrosomenとの近似性は極めて大である
と考える。
めまた， Centrosomは Mikrosomen及び Mi・
krosomenfadenと共に検出され， 而も念珠状の
Mikrosomenfadenの末端に於て Centrosomを
証明する事・である。即ち， Mikrosomenを Cent-
rosomが同一 Fadenに依り連絡されている事で
ある。斯の如き事は Centrosomを Mikrosomen
が著しい近似性を示すものと考える。 (Fig.10)
10)上述の如き事等より考察すると Centrosom
の発生機転が余等の謂う Mikrosomenに起因する 
ものと考える。即ち，換言すれば Mikrosomenが 
rlingに於て観察したと悶様に Bombyx mori に・発育増大する途中に於て，何等かの~化に依って
於ても，此の時期には 2個の Centrosomより各々 
2本宛の太い鞭毛を出しているのを観察する事が出
来，而も其の鞭毛の先端に根棒状の物質が附着して 
し、る。 (Fig.9)
かふる鞭毛も Spermatocyteの初期に於ては短
かく 1個の Centrosomより 2本宛発生して純精
管内陸に突出しているが，細胞の成長と共に鞭毛も
次第に伸長し，尖端に存する栂棒状の物質も大きさ
を増して紡錘形を呈する様になる。 
6) Gatenby(1917)は Lepidopteraの観察に於 
て Centrosomより発生する鞭毛は Lepidoptera 
の種類に依って長短のある事を記載しているが，然 
し余の例に於ける鞭毛は甚だ長〈純精管内陸に突出
して互いに纏れ合っているために単なる切片標本の 
観察のみに於ては到底鞭毛の全長を計測或は観察す
る事は不可能である。
7)更に進んだ時期，即ち，分裂期に近づくに従つ
て発育初期の Centrosomに比較して大型となる。 
即ち，換言すれば小型の Centrosqmから大型の
Centrosomに成長するためであると考える。大型
の Centrosomは Mikrosomenに比較すれば約
Centrosomに愛り， Mikrosomen 以上に大型に 
発育増大して鞭毛を発生するものと考える。
11)この点に関して余と略々同様な事実を森田
(1931)が既に着目して，次の様な記載がある。
森田一一Mikrosomenと Centrosomとの区別
を立つる事は容易に非ず，発生学的に昆ても同性質
のものにして両者間には移行性ありと思わる。-
従って細胞内には Centrosomたり得ベき可能性
を有する頼粒は数多く存在す。云々一一
余の所見に於て，この点恰も種々論ずる所謂 Ce-
ntrosomなるものは，余等の観念に依ると広義の
Mikrosomenのー 形態、で， 一様相を示すものに過
ぎないと考える。
12) Centrosomが細胞分裂に際して執るべき態
度に就し、て観察した所見を記述して Centrosomの
消長，発生学的起原に就いて解説して批判を試み 
る。即ち，発育末期の Spermatocyteに於ける
Centrosomは Mikrosomenが細胞質全般に亙り
互いに Fadenに依り連絡して存在する中で，特 
に明瞭に濃染した犬型の頼粒として観察する是等2
個の Centrosomは互いに 1乃至 2本の鞭毛を有
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L，時には相接し，或は遠く相離れて存在する事も 
ある。 (Fig.10)
13)分裂が始まり核膜が消失する噴に到ると 2個
の Centrosomは互に両極として相離隔し，散在す
る染色体と両極閣を索引糸に依って結合するのを観
察する。 (Fig.5)
中期に到り両極相対する位置に及べは染色体団は
赤道板を形成し，是にともなって，両極を形成する
Centrosomの周囲に空胞状の量を明瞭に観察す 
る。
14)余の例に於ける Centrosomは両極に大なる
1個の頼粒として存在し，この Centrosomより多 
くの場合に於ては 1本の鞭毛を，時には 2本の鞭毛
を出しているのが観察される。 2本の鞭毛を出しで
いる場合に於ても Centrosomは Diplosom即ち，
2個の小頼粒として現われる事は全く観察し得なか 
った。
是を文献に依ると Korff (1901)は Wasserka-
ferの Syermatocyteに於て Vformige Zentr-
alkorperと Wassilie百(1907)は Blattagerma-
nicaの精細胞に於て V fδrmige oder stabche-
nformige Centrosomを報告し，或は Tachass-
ownikow (1912)は stabehcnformigesZentral-
korperchehと記載報告してしる。
また， Baumgartner (1929)は Gri1leの一種 
Nemobius fasciatusにあっては meiotischeSpi-
ndelの Centriolは rechtlangunc1geknicktの 
stabchenである。云々と記載している。ー一一 
In Nemobius ist das Centriol 'ein stabchen 
rechtlang und geknickt in der ersten meiot-
ische Spindel.一一一
また， Johnson (1932)は Oecanthusnigrico・ 
rnisの Centriolは“laterauxocyte "に於て 
hare内にある Centrosomは通常2個なるも，時
には 1個なる事もあり，なお，また細胞分裂の際の両 
極に於ても同三一状態を呈する事あり。然れどもか与
る現象は Mitosisの Typeに依り異るものにあら
ずして，何等かの障害に依り 1個のものが分裂せず
して，そのま与の状態を保つためなりと解しうる。
云々と謂って ZweipunktformigeCentrosom'を
主張している。併し余の例に於ては頼粒状の 1個の 
Centrosom即ち einpunktfδrmigeCen trosom 
であり， 1個の Centrosomが2個に分裂するが如 
き現象は全く観察L得なかった。 
16)両極を形成する 2個の Centrosomが純胞分
裂をする事に依って互いに娘細胞に移行するもので
あるが，全経過を通じて同ーの Centrosomが分裂
する事に依って移行する。即ち，換言すれば Cent-
rosomが消失する事なく， 分裂に依って娘細胞に
移行するか， 或は両極を形成する Centrosomは。
消失し，次の有糸分裂の際に新らしく Centrosom 
を発生するものなるかは，甚だ困難な問題である。 
併し余の例に於て Centrosoniの分裂する像を観 
察した事がない所から考えると後者に属する屯のと 
信じる。即ち，娘細胞成生の際の Centrosomは 
必ずしも母細胞に存在する特定なるものでなく，余 
等の謂う Mikrosomenが随所に新規の Centros・
omになり得るものと考える。 
17) Bombyx moriの Spermatidに於ける Ce-
ntrosomは核の前方或は側方附近に現われるが時
には Spermatidの初期に於て Centi'osomの存
在を全く認めない事がある。かLる現象に就いては 
Baumgartner (1929)及び Bowen(1920)も既に
是を認めて次の如き記載がある。 
Bawen--WelCher in a.cht Verschiedenen 
Arbeiten seine sorgfaltigen Stadien uber die 
V-schapedであると記載してしる。一一一Thecent・ Spermatogenese bei den Insekten besichtet， 
rioles of later auxocytes are V-schaped simi1- giebt auch zu，dass in den fruhen Spermati-
ar bodies were found in Oecanthus nigricor-
nls…・・・ 
是等文献に依ると，共にV字型或は揮状型の Ce-
ntrosomは細胞分裂の中期に於ては二部分の棒状
体に分離し，其の半々が各々娘細胞に移行すると述
べるものである。
15)併し乍ら余の例に於ける Centrosomは頼粒
状にして決して樗状の形態を呈する事なく，両極に
各々一個の Centrosomを観察する。 (Fig.6，7) 
渡辺(1936)が鈴虫の精細胞に於て Centr叫 sp-
den die Centriole nicht demonstriert sind. 
18) Spermatid内に発現した Centrosomは不
顕著ではあるが，核の前方に於て是を認め得るが， 
間もなく副核が姿態して伸長するにしたがって細胞
体も著しく細長くなり，是とともに軸糸を発生す
る。 Spermatidの初期に於ける軸糸は短いが， 漸 
次長さを増すにしたがって，核を略々半周して後方
に走り，後述するが知き副核の亀裂内に進入する。
か与る時期に於て Centrosomは軸糸とともに核
膜面上を移動し来って精子の長軸上に於て其の位置
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を占める。併し時には早期に Centrosomが軸糸 胞内に 2--3個散在性に存在する。
と共に核膜面上を移動し副核と核との聞に入り細胞 のSpermatocyteの初期に於ける Golgi装置
の長軸と一致するが如き正中線に位置する事があ は前述した Spermatogoniumの時期と略々同様
る。 に大小種々のオスミウム酸に濃染する頼粒として 1
第 4項 Golgi装置 乃至数個観察される。 (Fig.11) 
1) Spermatogonium，Spermatocyte及び Sp- か Lる小額粒状の Golgi装置を詳細に観察する 
ermatidに於て核の周辺部に細胞原形質に比し濃 と周辺部が凹凸で不整形を呈しているが，その全体
染する大小の円盤状の物体を数個或は多数，散在性 の形は不整円盤状或は楕円形をなし，また，顕微鏡
に存在するのを観察する事が出来る。是等円盤状物 下に焦点距離の~動を試みて観察する時には各頼粒
体の周辺部はオスミウム酸に依り黒染される輪状の はその中央部に不染色性物質 Osmiophobe Subs-
所謂暗部と中央の不染色劫質即ち明部とに区別する ta胞を有し， オスミウム酸に濃染する周辺部 Os-
事が出来るが両部の境界は明確に・区別する事が出来 miophile Substanzとを区別する事が出来る。併
ない。斯くの如く其の性状及び形態より考えて所謂 し，との OsmiophobeSubstanzとOsmiophile 
Mitochondria，Mikrosomen或は Spindelrest Substanzとの明確なる境界は観察する事が出来な
とは梢々その趣きを異にしている物体である事が知 かった。
られる。是が所謂 C. Golgi (1898)に依り脊椎動 めこの時期に於てオスミウム酸に依り濃染され
物の神経純胞内にて初めて発見されて以来多くの学 る頼粒は多くの場合 Golgi装置と見倣されるが時
者が種々細胞に於て証明記載している Golgi装置 にはオスミウム酸に濃染され易き性状ある他の物
と同一種類のものであると思われる。 体と見誤る事がある。余の例に於ても Centrosom 
2) Golgi装置を証明するためには主として We- がオスミウム酸に依り濃染して 1---2個存在するた 
igl法に依り固定し，その後 Osmierenし更らに めに Golgi装置と誤る事があったが，木材料の
是れに鉄明饗へマトキシリ γ染色を行う事に依り観 Gentrosom は多くの場合 1~2 木の鞭毛を具有し
察した。その他亜枇酸鍍銀法及び森田のタンニン酸 ている事により区別する事が出来る。
鍍銀法を行ったがその結果は略々同一であったが多 6)或る場合に於ては Mitoch ondria及び Mikr-
少異なった所はその都度記載する。 osomenもオスミウム酸に濃染する事がある。か 
3) Bombyx mori.の Spermatogoniumの Go- 与る場合には Mitochondriaは余の例に於ては 
19i装置は多くの場合核の周辺に於て 2--3個梢曲 Spermatocyteの初期頃迄は多くは集団性に存在
った棒状或は願粒状に観察する事が出来る。また， するが Golgi装置ば散在的に少数 1--数個であり，
時には核の側方に梢大きく 1個だけ塊状に存在する 且つ亦オスミウム酸に対し吸着性の条件が異なるた
のを観察する事がある。 (Fig.ll) めに両者を混同視する事・はない。
ままに於て塊状の Golgi装置と思われる物体と余 7)次で頼粒状の Golgi装置はこの時期に於ては
が前述した Spermatogoniumに於て観察した塊 核の周囲に略々等しい間隔を置いて輪在してし、る。.
状で其の尖端が細胞周辺に向って突出した物体，即 併し Golgi装置の数に於ては Spermatogonium
ち， Spindelrestと見倣したものとの聞は形態的 の時期と同様に 1--2，3個に過ぎなし、。 (Fig.lり
にもまた発生学的にも甚だ近似した性質のものであ .8)純胞の発育が漸次進むにしたがって Golgi装
る事が発見される。即ち，所謂 Spindelrestと思 置そのものの増大は観察する事は出来ないが，其の
われるものは所謂 achromatischeFadenの讃縮 数に於ては増加して来る事が観察される様になる。
現象のー過程を表示するものであるのに対して塊状 また，この時期に於ては核の周囲に輪在する Go-
の Golgi装置は未だ完全な Golgi装置の形態に斐 19i装置の附近にはオスミウム酸に濃染する多数の
化じないものを観察したものであると考える。 微細な頼粒所謂 Mikrosomenが散在し，是等が互
また，販粒状の Golgi装置は屡々観察されるが いに Mikrosomenfadenに依って連絡している状
是は該細胞に於ける頼粒状の Mitochondriaと形 態を観察する事が出来る。 (Fig.12)
態的に極めて酷似してし、る。頼粒状の Mitochon- また，ままに注目すべき事は Mikrosomenfaden 
driaは多くの場合 Sperrnatogoniumに於ては集 に依り互いに連絡している Mikrosomenが同様の
団性を呈しているが Golgi装置は是に比較して細 Fadenに依って Golgi装置と連結されている状態
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を観察する事である。 (Fig.12) 
また， Fadenに依り連結されている多数の頼粒
を詳細に観察すると，或る一部の頼粒はへマトキシ 
:l)-y並びに銀に濃染する等の事実は Mikrosomen
の性状であるが，其の形態が Mikrosomenより楠
犬なる事及び Golgi装置とは，其の形態が異なる事 
等より是等は Mikrosomenより Golgi装置に移 
crescentric rods which stain very sharply. 
また‘ Bowen(1924)は Mevesの主張する Id-
iozomと Centrosomとの密接な関係ある考え方
を誤りであるとして Idiozomと Golgi装置こそ
本質的に関係があることを記載してしる。
Bowen .--Here，again，is a striking piece 
of evidence which tends to schow that Me-
conception of the relation between idi，ves. (Fig.行する状態を観察し得たものと考えられる。 ・ 
12) 
是等の事実より考察すると是等の Mikrosomen 
及び Golgi装置は全く別個の物体であるとは考え 
難い所である。斯くの如く Mikrosomenのある物
は Golgi装置と同様に ArgentopJlil，或は Osm-
iophHの性質を呈示するために， この両者を区別 
する事が甚だ困難を来す様な場合が少くなし、。即
ち，一般にこの両者は甚だ近似した性質を帯びてい
ると考える事が出来る。換言すれば Mikrosomen
には漸次その形態を増大して Golgi装置に移行菱 
化する性質を有し，両者間に移行型が存在するもの
と考える。
9)上述の如く木例に於ては Golgi装置は Sper-
matocyteに於て多くの場合核の周囲に散在性に存 
在するものであって核のー側に集団する事は少く，
また， Idiozomと見られる物体も全く観察する事
が出来なし、。併し乍ら多数の文献を参照すると Idi・
ozomと Golgi装置との問には深い関係があるこ
と，即ち， Idiozomと Golgi装置とは殆んど両者を
分離して考えられない程密接な関係を有しており， 
また，このことに就いても多くの学者に依って種々 
の動物の精細胞に於て知られていることである。例
えば W i1son (1925)が Golgi装置が Idiozomの
“Centralsphare"の周囲に多少密に集合して存
在している事を記載しているのは，その例である。
W i1son--In the early auxocytes，the Go-
19i-bodies are often more or less closely 
aggregated about the c1ear central sphare of 
the idiosome. 
また， Bowen (1922)も多くの動物の Hodenを
種々なる固定液にて処理し，鉄明禁へマトキシ])-y
」にて染色した結果 Idiozomの周囲に半月状の明ら
かに濃染した小さな“Crescentricrods"のある
ことを記載している。 
Bowen--In a Spermatocyte (stainedwith 
Fe Haematoxylin) from such a preparation， 
the idiosome itself appeara number of smaII， 
osome and centrioles is erroneous，and that 
the relation between Golgi apparatus and 
idiosome is the essential thing. 
また， Mickey(1935)も Bruchusの Secondary
Spermatocyteに於て Idiozomの表面には必ず 
Diktiosom存在していることを記載している。
また，渡辺(1936)も余の材料主同じ昆虫である
鈴虫の精細胞に於て Idiozomと Golgi装置との関
係を Golgi装置の存在する場所は主として Idioz・
omの周囲及びその附近であることが多いが，必ず
しも Idiozomの周囲とは断定し難いと云ってい
る。 
10)弦に於て余の所見を検討すると前述した如く 
Idiozomが観察され得ないことは余の材料に於て
固定枝術の優劣如何に依るものではなく， Idiozom 
自体が発生しないためであると考えられる。それ故
に Golgi装置は Spermatocyteの初期，成長期に 
於ても常に核のー側に集団することなく，核の周囲
に輸在するものと考える。
11)次で興味あることは此の時期に於て時として
Golgi装置検出方法に依り塊状の物体が出現するの
を観察することがある。此のものは Argentophi1
及び Osmiophilの性質があるために Golgi亜砧 
酸鍍銀法及び Weiglオスミウム法に依り検出する
ことが出来る。此の塊状の物体の大きさは必ずしも 
一定してはおらず且つ形も不安定で、時には樺状に或
は不整輪状に核のー側に存在して恰かも Idiozom
を被覆する Golgi装置の観を与える。 (Fgi.13)
併しこの塊状の物体を詳細に鏡検すると内部は網
膜様構造を塁し，其の一部が空胞状を呈しているの
が観察された。 (Fig.13)
また，時には此の塊状の物体の附近に小型頼粒状亀
の Golgi装置が検出されることもあるo 
Karpova(1925)の文献に依ると Perroncitoの 
Paludina((こ於ける Golgi装置の網状形成説を反駁
して Golgi装置の木来の形は Diktiosomであっ
て不良なる固定法にて処理した場合に於ては網状を
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呈すると記載してしる。
Karpova--Bei gelunger Fixation und bei 
Vitalbetrachtungen konnen wir immer in all-
en Stadien einzelne Diktiosome sehen. Bei 
weniger gelungen Fixation konnen die Dikti-
osome ein Netz-bilder，was Perroncito fur die 
normale Form des Apparates bei ruhenden 
Samenzellen von Paludina hielt.-ー『
以上の如き所見及び文献等より考察すると Karp-
ovaの唱える説もあながち否定することも出来ない 
興味ある記述と考えられる。併し余の例に於ける所
見から是を考えると前述した様に Spermatogoni-
umの時期に於て時として塊状の Golgi装置を検
出することがある。是は形態学的にも発生学的にも
Spindelrestに甚だ近似した性質のもので，所謂
achromatische Fさdenの讃縮現象に依って生じ
る Golgi装置が未だ完全な形態を取らない未分化
の状態を観察したものと考える。是が未分化のま L
また，消槌することもなくて Spermatocyteに到
ると，今まで kompakt状であっ允塊状の内部が
次第に網状或は一部分空胞状となって次第に消槌す
るものと考える。即ち， Karpovaの云う固定液に
依る斐化ではなく，むしろ余の例に於ては消裾する
自然的一過程ではなし、かと考えられる。併しこの塊
状の Golgi装置の各細胞の発育過程に於ける推移
に就いては詳細に順序を追って究明することは不可
能であった。 
12)次第に細胞の発育に従って細胞質も増量し，
是・に伴ってー部の Golgi装置は漸次その形状を増
大し，初め頼粒状であったものが形状不整となり，
種々なる形態的異型を出現する様になる。即ち，ー 
部膨隆したラケット型のもの或は両方膨隆した亜鈴
状のもの，または全く不定形な形態を示しているも 
13) 2，(Fig.1 の等観察することが出来る。 
併し，是等種々なる黒型も前述した如く暗部の 
Osmiophile Substanz と明部の Osmiophobe
Substanzとを区別することが出来且つ両者の部分
も額粒状の Golgi装置のそれに比して増大してい
る。斯くの知き形態の Golgi装置は→同胞中に僅
か数個程度存在するもので，細胞中の全ての Golgi
装置が斯くの如くに増大するものではない。
以上のことより考察すると，余の例に於て数個の
Golgi装置の増大及び異型を呈することは Golgi
装置自体が発育増大するものとは息われず，また，
かLる所見も認められず，か Lることより種々なる
異型の Golgi装置の発生は前述した所見よりして 
Golgi装置自体が癒合合着することに依って増大且 
つ異型の現象を起すものと考える。即ち， Golgi装 
置に於て一方が膨隆してラケット状を呈しているも 
の，或は両方膨隆した亜鈴状のものは明らかに 2個 
の Golgi装置が合着癒合して生じたものと考える。 
または， 時として全く不定形を呈した Golgi装置 
を観察することがある。是は数個の Golgi装置が
合着露合して生じたものと考える。 
13)諸家の文献に依ると Golgi装置の形態につ
いて Wilson (1925)は形態上 2つの主なる Type
に分ち localizedform及び di妊useformとに 
区別してしる。 iPち， localized formとは網状の.m
構造を呈するもので， diffuse formとは穎粒状， 
替曲した紐状或は輪状を呈して散在するものである、 
と記載している。是を余の例に於ける所見と比較す
ると前述した Golgi装置は W i1sonの謂う di妊use 
formに属するものと思われる。
また，渡辺(1936)は鈴虫の精細胞の Golgi装置
に就いて穎粒期，増大期，成熟期(終末期〉に区別
して Golgi装置の増大を観察記載してL、る。
渡辺一一斯の如く Golgi装置は細胞の成長とと
もに其の容積を増大する性質あるを以って，余は此
の時期を先の頼粒状をなせる時期に対し Golgi装
置の増大期と名づく。云々一一
併し，余の所見に於ては Golgi装置自体が細胞
の増量とともに増大するとは考えちれず，前述した
如く穎粒状 Golgi装置より精犬なる異型の形態を
呈する Golgi装置は全て 2--数個の Golgi装置が
露合合着して増大するものと考えられる。
14)かLる時期に於て興味あることは Golgi装
置の数量の問題である。即ち，前述の如く Sperm-
atogonium及び Spermatocyteの初期に於ける
Golgi装置は数量に於て数個を数える程度であるが
Spermatocyteの成長に依る細胞原形質の増量と 
ともに多数の Golgi装置の出現を観察することが 
出来， 且つ是等はまた， Spermatocyteの初期と
同様にー側に偏在することなく核の周囲に平等に散
在して観察されることが特徴である。 (Fig.12. 13) 
是等の Golgi装置は統べて同様に Osmiophil及
び Argentophilの Golgi装置反応を示すが， か
与る反応に同様濃染する徴細頼粒が Golgi装置の 
周囲及びその附近に多数散在性に或は細糸に依って
念珠状に連絡して存在するのを観察するととが出来
る。 (Fig.12，13) 
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是等の微細穎粒は余等の所謂 Mikrosomen頼粒 胞に於て“Golgi装置の曲りたる棒状物に見ゆる
であって，前項に於て記述した Mikrosomenと同 は収縮したるためなり。膨脹すれば盤状を呈するも
ーのものである。是等の Mikrosomen~詳細に観 のなり。云々一ーなお，発育の途中に於て再び著し
察すると，大，小の存する頼粒で、あって各頼粒の或 く穎粒状になる時期ありて，後に更?と盤状に菱化す
るものに於てはやはり Osmiophi1eSubstanzと 云々一ーと記載あるが，余の所見から考えると Go-
Osmiophobe Sulstanzとを区別して観察するこ 19i装置が発育途上に於て穎粒状に分裂愛化するも
、とが出来る。また，各 Mikrosomen穎粒は同様に のとは考えられず，恐らく Spermatocyteの成長 
Golgi装置検出反応に依って濃染する細糸に依って 期に於て多数の Osmiophi1の Mikrosomenの
連絡し，その尖端が Golgi装置とも細糸で連絡し 出現を統べて Golgi装置を見誤ったためと考えら
ている像を観察することが出来る。 (Fig.12，13) れる。 
以上の事実より考察すれば，余の例に於ては，か 16)細胞分裂に於て Golgi装置が如何なる行動
ふる時期に於て多数の Golgi装置が観察されるこ を示すものかも亦，余の材料に於て甚だ興味ある所
とは，この時期に於て多数の Mikr!)somen頼粒の であるo. Spermatocyteの成長期より Prophase
出現する事実及び各 Mikrosomen頼粒の或るもの 末期に到るまで核を包囲する様な状態に於て散在す
が Golgi装置と同様に Osmioph日eSubstanzと る Golgi装置は Metaphaseとなり，核膜の消失す 
Osmiophobe Substanzに区別して観察される事 る頃に到って，多くの Golgi装置は赤道部附近に 
J実，また，各 Mikrosomenを互いに連絡する細糸 於て其の周囲に酉訪日するのを観察することが出来
が Golgi装置とも連絡している事実，人等より推察 る。併し時には前項に於て記述した Mitochondria
すれば多数の Mikrosomen中の或るものは次第に が或るー側に集積して塊状を呈する事実と同様の所
成長して Golgi装置と化すべき性質を具有するも 見が Golgi装置に於ても観察することが出来る。
のにして， Mikrosomen及びその移行型が存在す また， Golgi装置の周囲には多数の微細穎粒所謂
るは，このことを示唆するものと考えられるb 併し Mikrosomenが細糸に依って連絡して存在する像
乍ら余の材料に於ては Golgi装置の形態が余りに も観察することが出来る。斯くの如< Golgi装置
も小なるために Mikrosomenの或るものが Golgi が赤道部附近の周囲に散在する事実は文献に於ても
装置に移行する状態及び移行型を形態的に充分究明 Johnson(1932)がOecanthusnigricornisに於て
することは不可能で、あった。 Diktiosomenが無秩序に赤道部附近に分散してし、 
15)諸家の文献を参照すると，小松崎(1933)は ることを記載しており，また，渡辺く1936)も鈴虫
“人胎盤微細構造の研究H に於て其の Zytoplasma の精細胞に於て略々同様の事実を記載してし、る。
内には Mikrosomenを認め，その或るものに於て 17)翻胞分裂が漸次進んで Anaphaseに到ると
は OsmiophobeSubstanzとOsmiophileSubs- Golgi装置は両極に向勺て移動する状態を観察する 
tanzとを明らかに認め得るものなりとし，余は是 ことが出来る。併し乍ら，この移動する時期につい
等類似の性質を示す物体は皆 Golgi装置と同様の では必ずしも一様でなく Anomalieとしては Met-
Kategolieに層せしむ可き成物ならむと考う。一一一 aphaseに於て，すでに Golgi装置が両極に存在す
と記載し， MikrosomenとGolgi装置との関係に るのを観察することが出来るが，この場合に於ては
就いて余と略々同様の見解を示している。 赤道部附近には多数の微細頼粒所謂 Mikrosomen
また，渡辺(1936)も鈴虫の精細胞に於て“ Ra- が紬糸に依って連絡し，また， Golgi装置とも連絡 
mony-Cajalの Golgi装置検出法に依る時は Golgi している像を観察することが出来る。 (Fig.14)
装置は小なる穎粒の環状に閤列されたる像として認 併し多くの場合に於ては Golgi装置は Anaph-
められる。か Lる Golgi装置を形成する小なる頼 aseの中，末期に於て両極に集団性に存在するのを
粒は細胞質内に存在する小額粒と互に細糸に依り連 観察することが出来るが，時には未だ残存した Go-
絡す。即ち，是等額粒は何れも Mikrosomenに属 19i装置が数個赤道部附近に於て Mikrosomenと
し所謂 Argentophi1の Golgi装置反応を呈せる 共に存在するのを見ることがある。 (Fig.15)
ものと云うととを得。と記載Lて余と一致した考え ，18)か与る時期に於て注目せらる L事は Golgi
を示してし、る。 装置が呉の数量に於て著しく波少する事実である。
併し乍ら町田(1935)は Bombyxmoriの精細 則ち，両極の周囲に集った Goligi装置は集団l生に
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して塊状を呈している観があるが，是を詳細に鏡検
すると各個の Golgi装置は頼粒状，不正形を呈し，
暗部をなす OsmpiohileSubstanzの Areaが薯 
しく減少し OsmiophobeSubstanzの Areaが増
加して観察される。かLるために個々の Golgi装 
置が全体に明るく観察される。斯様な Golgi装置
の形態的な菱化を追求しようと試みたが，余の材料 
に於ける Golgi装置が形態的に甚だ小なるために
詳細に究明する事が出来なかった。併し Golgi装
置の OsmiophileSubstanzの Areaが著しく減
少した事実はその部分の透明度を増し，染色性を失
って原形質中に消失するものと考えられる。このた
めにか Lる時期に於て両極の Golgi装置が著しく
減少し，時には全く形骸状となり所謂 Golgi-rem-
nantの状態となって、消失する。
諸家の文献に依ると， かLる見解は渡辺(1936)
も鈴虫の極細胞に於て詳細に其の事実を究明してし、
る。
渡辺一一Golgi装置の極への移動開始と同時噴に 
Golgi装置自体に著しき斐化を生ず。即ち先ず Go-
19i装置の暗部をなす Osmiophi1eSubstanzの外
縁部に小なる隆起発生す。此の隆起の或るものは有
茎胞状を呈し，始めは Osmiophi1eSubstanzと
同じく染色さる与も，後には其の染色性を失い無色 
の胞状物と成り終に Cytoplasma内に遊離し一一
終し、には全く其の染色性を失い Vacuole状のもの
と成り消失す云々一一
また，森田(1931)も猫の精細胞に於て，余の所
見と略々同様な事実を詳細に究明してし、る。斯の如 
〈余の例に於て Golgi装置が其の内容を周囲の Cy-
toplasma内に放散し消失するが Johnson (1932) 
は Oecanthusの Golgi装置に於ては Diktyosom
のfragmentationは起らずして一種の deplication
或は division起るものと記載しているが，余の所
見と著しく異っている所である。 
Johnson--ln gryllus the dictyosomes mo・ 
re close to the central-bodies during anaph-
ase; those of Oecanthus are never so regular 
in movemonet. While fragementation of the 
dictyosome was not observed，same sort of 
duplication or division must occur， 
また，町田(1935)は Bombyxmoriの Mito-
sisに於ける Golgi装置の観察した記載に依ると，
町・国一一第一精母細胞分裂の中期に於て既に Golgi
装置は総て Spindelの両極の周囲に移り極を環状 
に取り囲み，細胞分裂に依って両細胞と略々等量に
分酉己される云々一一ーとして余の所見と趣を異にして
L、る。
また， Bowen (1920)が Hemipteraに於て
Pollister (1930)が Gerrisに於て観察記載して
いるのは Golgi装置の fragmenta tionであって
Perroncitoの主張する Diktiokinese説に一致す
るものである。是とても余の所見と比較すれば甚し
く疑いをもつものであるo
19)次に Telophaseとなり Chromosomenが両
極に接近し娘核の形成される噴になると Verbind-
ungsfaden上に於て娘核の内側に多数の微細頼粒
を観察することが出来る。この微細頼粒はオスミウ
ム酸に濃染L，且つ念珠状に細糸に依って連絡して 
いるが，其の中に数個稿、大なる頼粒状の Golgi験
出反応を呈する物体をも観察することが出来る。〈是
等の物体は余等の発生学的見解に依ると新生された
Mikrosomen及び Golgi装置であると考えられ
る。即ち， achromatische Fadenの凝縮現象に依
って新生された Mikrosomenであって， その中
或るものはその性質を愛じ 2--3個互に癒合して頼
粒状の Golgi装置が新生されるものと考えられる。
ままに於て森田(1931)の猫に於ける精細胞の記述
を紹介して余の所見を補強すると，森田一一余の見
解を以ってすれば Golgi装置は次の知〈して発生
するものなり。即ち， achromatische Fadenが
旗縮する際に，先ず多くの Mikrosomenを発生
す。此の Mikrosomの中或る物は其の性質を愛じ
Golgi反応を呈する様になり且ヲ互いに融合して増
大す。これ即ち， Dittosomなり。一一 
斯くして生じた Golgi装置は各娘細胞の Cyto-
plasma内に遊離し，核の周囲に分散して存在する
も，その数に於て数個を数える程度である。か Lる
経過を経て Spermatocyteに移行した Golgi装
置は同様の経過を経て Spermatidに移行する。 
20)斯くの如く Golgi装置の有糸細胞分裂に於
ける態度消長については Perroncito (1909，1911) 
の主唱する所謂“Diktiokinesis.，なる仮説があ
る。氏は Paludinaの精細胞の静止期に於ける 
Golgi装置の正常形は所謂 Binnennetzであって
核分裂前に起る Binnennetzの愛化を次の 3期に
区分して記述している。即ち， a) Binnennetzは
分散して小弓形揮状体に破壊す。.b)次で此の樗状
体は Monasterに類する形に配列する。是を Co-
ronaと称している。 c)次でソj、棒状体は全細胞質
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内に分布し，小環状体， 叉はノト同按状体に菱化す
るo云々一一ー而も此の際 Mitochondriaも Coro-
na形成に参加するものである。 Karyokineseに
際しては細胞質内に分散する'Diktiosomenは両
極小体の周囲に集合し，娘細胞に夫々移行すると記
載してし、る。また，この Perroncitoの説に類似の
現象は Bowen(1920)が Hemipteraに於て，ま
た， Gatenby (1921)が Musに於て， Po1lister 
(1930)が Ger・Tisに於て各々報告している。 こ与
に Pol1isterの文献を紹介すれば次の如〈である。
即ち， Pollisterは Getrisに於て成熟ゐヲ2の Pro-
phase中に Golgi装置は赤道板上に数個の大型の
物質に融合し， Anaphase直前に Golgi装置は多
数の fragmentに分裂し，細胞中に分散するが，
Spindel及び Asterの地域には存在しない。かく 
して自然と第2Sperma tocyte及び Spermatid
に移行するものであると所謂， Diktiokinese説を 
報告してし、る。 
21)この Perroncitoの Diktiokinese説に疑 
いをもって異説を唱えた者に森田(1931)がある。
森田は猫の精細胞に於て Golgi装置が細胞分裂に
先だって，真に所謂 Diktiosomに分解するものか 
否かに疑をもち，また， Diktiosomが Golgi装置
として再生される場所が Perroncitoの主張する 
様に両極か否かに疑をもって次の如き所見を発表し 
ている。
森田一一余の所見に依れば Golgi装置は常に其
の物質を周囲の Hyaloplasma中に失いつふある
ものなり。即ち Golgi装置の表面よりは常に有茎
胞状の物質を隆起せしめ，之を Cytoplasma内に
放散するものなり。……而して余の信ずる所に依れ
ば Golgi装置はこの curiousvacuoleを放散す 
る事によりて漸次其の物'質の減少を来し，細胞分裂
の開始する噴には全く形骸状となり所謂 Golgi-re-
mnantと云える状態に近づくものなり。ー ・…..ach~ 
romatische F.adenが擬縮する際に先ず多くの 
Mikrosomen発生す。この Mikrosomenの中或
物は其の性質を斐じ Golgi反応を呈する様になり，
且つ互いに融合して増大す。是即ち， D iktiosome 
なり…・・斯の如き Diktiosomは三々五々互いに
融合L大となり，其の時発生せる Idiozomの周囲
に集合し遂にこれと融着するに到るものなれ云 
一々一一
繰って余の所見に就いて考察すると，前述した如 
く細胞分裂の際 Golgi装置は Perroncitoの唱え
る説の如く fragmentatiol)は行わず Golgi装置
は Metaphaseより Telophaseの間に於て両極に
接近しつふ周囲の Cytoplasma内に漸次其の物質
を放散する事に依って全く無色胞状の Golgi-rem司 
nantとなり，終には消失するものと考える。

第 5項副核及び其の他精子構成要素 
  
1)異型分裂の結果 Spermatocyteから生じた
細胞を Spermatidと云われるものであるが，この
細胞質内には Mikrosomen，Mitochondria，Go-
19i装置， Centrosom，副核，等を合宥する。この
Spermatidは homoeotypischに再び分裂するか， 
或は分裂する事なく，そのま~ MetamorphQseに
依って Spermatozoaに移行するものである。
余は先に Spermatogonium及び Spermatoc-
yte内の康形質要素に就いて記述したが本項に於て
は，共の後の時期即ち， Spermatidより Sperm-
atozoa vこ移行する際に於ける種々なる原形質要素
Mikrosomen，Mitochondria，Golgi装置， Neb-
enkern，Centrosom，Achsenfaden等の相互関
係に就いて，特に Nebenkernを中心として総括
的な観察を記述する。
2)異型分裂を終った直後の Spermatidに於て
球状体を塁し，鉄ヘマトキシ V .:;/j法に依り homo-
gen ltこ濃染する物体を観察する。是れが Nebenk-
ernと謂われるもので核よりは幾分犬型であり，且
つ核との位置的関係は紡錘糸の長軸に従って集結す
る事があるも，間もなく，核の上部，即ち，核の細
精管内陸側に位置する様になる。か与る集結物は即
ち，副核 (Nebenkern)と呼ばれるものであるが，
この名称は LaValette' St. Georgeく1867)の最
初に使用したものであうて， C のものが Chondri-
omitenの斐形物なる事を主張したのは Mevesで
ある。 ζの事に関して Duesberg (1908)も次の知
く記載してしる。 
Dubeserg--Er (Meves) feststellte _dass 
der von la Valette St. George entdeckter 
Nebenkern eine Umwal1dlungs form der Cho-
ndriomiten ist一一「 
3)余は Bombyxmoriの Nebenkernの形態
及び構造を観察する為に以下の如き固定液を使用し
て良き結果を得た。即ち， Flemming液， Champy 
液， Ciaccio液， Zenkerformol液，等で何れも染
色は鉄明禁ヘマトキシリシを用いた。
4)細胞分裂直後の Nebenkernは前述した如く
核に接近し球状或ば円錐形の形態を取り，鉄へマト
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キシ]JYVこ依り homogenに染色観察され，常に る事なく消失する。
核よりも細精管内陸側に位置するが，是を向，詳細 7) Mitochondriaの紐状物が次第に空胞化に愛
に観察すると，多数の線維構造物に依り構成され， 佑するにつれて Mitochondria~の周囲の chromo~
‘其の線維上に無数の頼粒及び糸状体の有するを観察 phobe Substanzは空胞列の外側に移動さしめる
する事が出来る。 (Fig.1の ために空胞と空胞との間に暗黒色に濃染される頼粒
かLる構造物は前述した知く細胞有糸分裂の終期 状の連鎖物を観察する事が出来る。 (Fig.17，18) 
に於て achromatischeFadenの競縮機転に依っ この頼粒状の連鎖物は，余の例に於ては Flem~
て新生された Mikrosomen 穎粒及び Mitochon~ ming固定液に於て最も良く観察され，是を詳細に 
dria物質に他ならなし、。斯くの如くして新生され 観察する時には大小不同の不規則な頼粒で、あって各
た Mitochondriaはいくつかの結節を有する紐状 頼粒が濃染して連鎖状を呈している。
物として観察され，細胞分裂中期以前に観察された かふる瓢粒の連鎖より成立っている chromoph・
ものと略々同ーの形態を呈する。か Lる時期に於て obe Substanzを余は頼粒線状体と名づけるが，渡 
Mitochondriaが糸状体を呈する事は渡辺(1936) 辺も鈴虫の精細胞に於て余と同様の所見を記述し，
も鈴虫の精細胞に於て同様の所見を認め，是と糸状 是れを線状体と名づけてしる。
体と名づけてし、る。 また， Geoge & Mickey (1935)も Bruchusの
渡辺一ー細胞分裂直後の Mitochondria は ach~ 副核に於ても Granulastrandsと称する同様のも 
romatische Faden上に於て凝縮して始め糸状体 のを図解している。 
として発生する。か Lる糸状を呈する Mitochond- 8)余はこ与に於て副核中に存在する頼粒除伏体
riaは結節を有する紐状体として見られ-…・・故に余 が如何にして発生するかに就いて種々固定液を使用
晶は説明の便宜上，是れを同様に糸状体と名づくる事 して比較研究した結果 Flemming固定液及び Cia-
'とせり云々一ー ccio固定液に依る標本が最も余の意を満足させた
また， Gatenby (1917)も是と同様の糸状体を が，併し，この両国定液に於ける著しき差異は認め
Tenebrioに於て認め Spiremeと名つ9けてし、る。 られなかった。以下両者の固定液に依る所見を記述
5)副核が構円形より球形に愛化する噴に於ては， する。 
副核内の Mitochondria紐状物は次第に空胞化の 9) Flemming固定液に依る標本に就いて観察す
連鎖物に愛化するιかLるために Nebenkern全 れば細胞分裂直後の Mitochondriaは achroma-
体が hellとなり構造物の内部が消失或は融合した tische Faden上に於て療縮して結節を有する紐状
様に観察されるが，是れを詳細に観察する時には線 物として現われる事は，前述した如くであるが，次
維状構造物と共に多数の空胞状の連鎖物を明らかに 第に副核が成立するにしたがって Mitochondria
認める事が出来る。 (Fig.17) の紐状物の各結節jは次第に Vacuolemit Kornの
此の現象は先に Spermatocyteの時期に於て 現象に依って空胞状の連鎖物となるために漸次周囲 
Mitochondriaの頼粒が次第に空胞状に菱化する の chromophobeSubstanzを外側に圧迫し，結
事を記述したものと全く同ーの現象を起す為である 局空胞列は thromophobe[Substanzに依って囲
と考える。 まれた形となり， chromophobe Substanzは隣接 
6)こLに於て興味ある事実は細胞分裂の後期 する chromophobeSubstanz叉は後述する額粒 
achromatische Fadenが療縮し始め Zellplatte 状の Mikrosomenfadenと融合して多数の頼粒状
に依り切断されて双方の Spermatidに楕円形の副 樗状体を生じ是等が互いに相連鎖して副核を囲鶴
核が形成されんとする際に副核と結合して細長い紡 する状態となる。 (Fig.17，18) 
銀糸の残端の残存するのを観察する事である。か.¥.. 10)次で Mikrosomenをよく固定する事の出来
る紡錘糸は空胞状に斐化する事なく，また時に於て る Ciaccio及び Zenker-formol固定液を用い，
は副核の内部にも強く濃染する紡錘糸の残端を見る 是れに鉄ヘマトキシ]JY法及び森田のタシニシ鍍銀
事がある。かLる事実より余が考察すると先に記述 法に依って得た標本所見に於ては，細胞分裂末期に
した achromatischeFadenの凝縮に依り生じた 於ける achromatischeF封切の療縮現象に依つ 
Spindelrestと同様のものと考える。斯くの如き て，始め純き F盆den上に結節状の穎粒数個が新生 
Spindelrestは副核の集結と共に次第に空胞化す して並列するのを観察する。この頼粒は achroma-
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tische Fadenの所謂凝縮現象に依って生じたもの
と考える。次第に凝縮現象が進むにつれて，相次い
で発生する頼粒が互いに融合合着して，其の大きさ
を増し，更らに，かくの如き事を繰返す事に依って
全体が楕円形或は球形の集合体となって Nebenk・ 
ernを形成するものと考える。
か与る Nebenkernを詳細に観察すれば Flem-
ming固定液に於て観察した場合と同様に Neben-
kernの表面には多数の Fadenに依って連絡した
大小の穎粒が所謂穎粒線状体を形成して存在するの
を発見する。 
11)斯の如き所見より考察すると，か Lる頼粒線
状体;z.形成する頼粒の発生は Mikrosomenに相当
，するものであり，頼粒を連絡する線維物質は achr-
omatische Fadenと同意義のものより発生するも
のと考える。即ち， achromatische Fadenの凝
縮に依って発生した Mikrosomenが互いに融合合
着して連鎖状の頼粒粧品犬体となる。換言すれば穎粒
線状体の発生は achromatischeFadenの建築縮に
依って起った Mikrosomen及び Mikrosomenf-
adenを原基とするものと考える。 
12)上記の時期に於て副核の横断を観察すると 
Ciaccio.及び Flemming固定液の場合に於ても副
核の周囲は穎粒線状体の頼粒即ち， MikrosQmen 
が結節状に線維物に依って互いに連絡して念珠状を
呈し，その各線状間にほ明瞭に空胞の連鎖を認め，
比較的暗黒色に観察される。併し副核の中心部は無
構造で比較的明るく認められるが，その内部には所
々に散在する少数の Mikrosomenを観察する。 
(Fig.18) 
斯くの知く Bombyx moriの副核は， その周 
囲が頼粒線状体に依って螺施状を呈し Gatenby 
(1917)の称する所謂 Spireineに相当するものと
考える。即ち，副核の初期の構造は所謂頼粒線状体
に依って Spireme状を呈するものと考える。 
13)次で余は副核と Golgi装置との関係を知ら 
んとして Weigl法に依る標本を更らに，鉄明察へ
マトキシリ ンにて染色を行って観察した。 Weigl国
定に依る副核は全体が淡暗色に観察され， Vacuole 
の状態明瞭であるが頼粒線状体は屡々明瞭を欠くが 
然し後述する Plateworkの構造は明瞭に観察され 
る。 
14)次いで Spermatidの時期が進むにしたが 
って，今まで、副核が頼粒線状体の連鎖に依って Sp-
ireme状となっていたものが，其の酉訪日が著しく乱 
れて来る。即ち， Flemming固定に於ける標本に於
ては，多数の頼粒線状体の結節が盛んに空胞現象を
起すために副核全体が空胞の集合体の如き外観を呈
し幾つかの層に配列されるのを観察する。 (Fig.
18) 
この事についてや Bowen(1920)もEuchistaeu・
chistoidesの副核に於て観察し，是を Blackberry 
と命名してし、る。 
Bowen-It is probably the stage between 
Fig. 1 and 2. that have often been noted he-
retofore and likened to a Blackberry" 
また， Johnson (1932)も余と同様の観察を Oe-
canthusの副核に於て観察して， 次の如き記載が
ある。 
Johnson-一一Itfirst appears as one or two. 
droplets just under. the outermostlayer. of 
chromophi1ic substance，so that the surface 
of the nebenkern becomes elevated in slight 
blisters. Other vacuoles appears rapidly，so 
within' the center，so that the nebenkern be. 
comes of the “Blackberry" type，consisting 
of a chromophi1ic substance within which 
are several consentric tiers or layer of chr-、 
omophobic vacuoles. 
15)か Lる副核の内部が空胞の数多く発生する事
に依って，副核は遂に空胞の集合体の如く観察さ
れ，この空胞の集合体が幾つかの層に配列される空
胞列を見る。而して各空胞の周囲には chromophi-
ele Substanzが少量F付着するために空胞の層と，
是に接する空胞の層との間に chromophieleSub-
stanzが集積して Lamellae状を形成する。 (Fig.
18) 
かふる Lamellaeが副核の内部に於ても同心円
をなす線維物質を認め， この線維物質内には Mik・
rosomenと思わる L頼粒が多数認められ，各 La-も 
mellaeと Lamellaeとの中間には明らかに空胞
列の存在するのを認める。
文献に依ると， かLる Lamellaeの状態につい
て Bowen(1920)は次の如く記載している。
Bowen--The chromophilic material has 
accumulated in a thin lamella between each 
adjacentlayer of vacuoles，while the vacu-
oles themselves have run together to form a 
more or less homogeneous ground substance 
which surrounds，and fils in all the intersp-
第 3号 Bombyx mori L.(家蚕〉の嵐官機転に就し、て -399-
ace between the chromophilic lamellae.一一
また，渡辺(1936)も鈴虫の副核に於て余の所見
と略同様の事・を観察記載している。
渡辺一ーか与る時期に於て Zenker・formol固
定の標本を観察する時は第 80図に示さる L如く副
核の内部に於て同心円をなす繰維物質を認む。而し 
て，その線維物質には Mikrosomenと思わる L多 
くの並列穎粒を認む。而して各 LamellaeとLam-
ellaeとの中間には明らかに空胞列の存在するを認 
む。併し Gatenby(1917)は Hemipteraの N令 
benkernに於て所謂 Spireme説を唱え chromo-
phobe Substanzを主体としてその内に chromo-
phiele Substar胞が長い Spiremeとして存在す
る事を説明して， Lamel1os になる事を否定してい
る。 
Bowen一一一Gatenbyshows' that the running 
together of mitochondrial vesicules octurs 
in a rather order1y way，the chromophobic 
material gradually fusing to form the main 
body of the nebenkern within which the 
，‘ chromophi1ic substance is model into a long
but perfect spireme wound up，as it were， 
within the nebenkern proper--
16)上述した同心円状を呈する Lamel1osの ch-
romophiele Substanzは初めは線維化の細L、物質
であったものが， 次第に Lamellaeが太くなり，
空胞列の聞に存在する Lamellaeは内部と連絡し
て Bowenの唱える Platework状の副核と同様
の所見を呈する様になる。 Bowenに依ると次の如
き記載がある。 
Bowen-一 Thelamellae seem to be more 
or less inter connected and wrinkled，and 
possibly perforated in numerous places，pro・ 
ducing a sort.of skeletaI platework，the main 
out lines of which are molded on the original 
vacuolization of the nebenkern.一一
また， Bowen(1923)は斯様な Patternの出現
するのは Spermatocyteの時期に於いて Mitoc-
hondriaが糸状であるか，或は胞状であるかの形態
上の差異及び其の他不明の原因に依って Spireme
状或は Platework状になるものと記載し，構造上
の点に於ては記述していないが，余の例に於ては副
核の萩期に於ては Spireme状を呈L，時期の進む
にしたがって Platework状に菱化してL、く像を観
察する事が出来る。 
Bowen一一 1believe，threfore，that depe-
nding on the primary roorphology of the aux・ 
ocyte chondriosomes and possibly other unk-
nown factors，the nebenkern may develop 
a “Spireme" structure or a system plates 
(or possibly~other structural types not yet. 
described) 
また， Bowen (1923)は動物の種類に依っても 
Patternを 2種類に大別し Spireme状のものは
Lepidoptera ~こ Platework 状のものは Hemip­
teraに特有なるものとして記載しているカむ余の 
例に於てはかふる特徴を観察し得なかった。また， 
町田(1939)も余と同様の意見を記述している。 
Bowen-一司Thesepatterns are presumably 
of at least two types くり the “Spireme" type 
characteristic of Lepidoptera，and (2) the 
platework type characteristic of Hemiptera. 
余の所見に於て前述の如く Platework状(寄木
細工状〉を呈する副核は中心部に存する Vacuole
群と，之を取巻いて存する Vacuole群とはその境
界に於て著しく chromophieleSubstar胞を集積
するために厚い Laroel1aeを形成してし、る。 
17) Spermatidの愛態が進むにしたがって， 細
胞体も伸長し，是れにともなって，今まで球形を呈
していた副核が次第に伸長して紡錘形を呈する様に
なる。か Lる時期に於て副核はその外層より副核の
中心部にまで達する亀裂を生じる。即ち，長軸に
2分される。かふる離解の方法は余の例に於ても 
Johnson (1932)の Oecanthus，町田(1935)の 
Bombyx mori，渡辺(1936)の鈴虫，.Pollister 
(1930)の Gerrisに於て観察された処見と略々同
一である。
副核に亀裂を生じる時の構造を詳細に観察する
と，この裂口縁は著しく chromophieleSubstanz 
を附着して縁取られ，明瞭にその亀裂縁を認める事
が出来る。くFig.19) 
18)上述の如く副核中に発生した亀裂の中を Ce-
ntrosomeから発生した Achsenfadenが尾部に向
って伸長する。是れと共に，今まで紡錘形を呈して
おった副核も次第に細胞の伸長と共に長軸に一致し
て軸糸の周囲を取囲んで尾部の中軸部を構成する。
尾部の充分伸長したものに於ては多少不規則な振れ
を呈し，其の横斯面は楕円形，円形，不正形等をな
し，制i糸は必ず、しも中軌を遇らず副核から生じた鞘
を被つで波状をなしている。くFig.20) 
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19)斯の知く副核が紡錘形に伸長し，その中央部
に亀裂を生じる噴に於ては，副核の背側，即ち，亀
裂の有する側の反対側に於て，中心部に空胞群を多 
数含み淡暗色に染る物体を観察する。 (Fig.20，21) 
此の事は渡辺(1936)も鈴虫に於て同様の観察記
載があり， また ]ohnson (1932)は Oecanthus
の副核に於て余の所見と同様のものを観察し，是れ
余の例に於ては，か Lるものは全く認められなかっ
た。
20)副核の内部に於て， か Lる形態を有する
“central chromophi1ic core"は暫時， 副核の
伸長にともなって，後方に押し下って観察され，是
れと共に cetralcentral coreの内部は次第に染
色性を失って honiogenとなり消失する。か Lる
に対して centralchromophilic coreと命名してー centralchromophilic substanceの消失する原因
次の如き記載がある。
Johnson--The remainder of the nebenk-
er~ forms a central(chromophi1ic) core whi-
ch. while vacuolate，is mote compact and 
relatively dark in color. 
併し乍ら Bowen(1920)は Hemipteraの副核
に於て副核の長軸に沿って非常に微細な滴状物が現
れ，是れが，やがて糸状体に愛化すると述べ，是れ
は chromophobeSubstanz内に於て chromop-
hiele Substanzが消失するために起るもので是れ
に対して“centralsubstance"と称しているが， 
第 4章結
に就いて Johnson (1932)は Oecanthusに於て 
“cen-tral chromophi1ic. core" の消失するのは 
vacuoleの周囲に存在する chrQffiophi1ic subst-
anceの中に coreの物質が拡散されるためである
と云って，次の如き記載がある。 
]ohnson-:--The core persists for a short 
whi1e but eventually disappears completely， 
perhaps by a gradual .diffusion into the more 
distributed chromophi1ic substance stil pre-
sent about the vacuoles. 
論 
1) 森田 (1931)が記載した所謂 Mikrosomenは，余の場合に於ても諸原形質要素の重要
な原基をなすものである。 
2) 
Mikrosomenの特性は比較的酸に対する抵抗力強大であり HaeIh ，、atoxy linophilie
Osmiophilieの性質を有する小頼粒として検出される O 
3) Mikrosomenは achromatischeFadenの凝縮現象に依って生成される。 
4) Mikrosomenは大小の微細頼粒が念珠状に細糸に依って連絡し， 細胞内全汎に網目状
に配列して存在しているが，決して Mitochondriaの如く集団性を示す事がないのは Mikro-
somenの特性である。 
5) Mikrosomenが時として自己の周囲に明瞭なる量を有する事がある。森田の所謂 
Vacuole mit kornの状態である。 
6) Spermatogoniumの Mitochondriaは穎粒状を呈し細胞原形質の一側に集団性に寄
在する。 
7) Spermatocyteの Mitochondriaは細胞の成長と共に集団性を失い， 核の周囲に散
在する様になり，其の形態に於ても頼粒状， 短樗状， 念珠状， 糸状，輪状等多種多様である
が，か、る形状と核(染色質)の状態には何等関聯性を認めない。 
8) Mitochondria頼粒が空胞状に変化する事は， その内部に存する Mikrosomenが所
謂 Vacuolemit kornに類似の空胞化現象を来すためと思われ，固定に依る人工的変化であ
るとは考えられない。
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9) Mitochondriaは細胞分裂時に於て著しく減少或は消失する。市して再び achromati-
sche Fadenの凝縮現象に依って新呈される事が多い。 
10) 余は Mitochondriaは細胞分裂の際，娘細胞内へ等量に配分されるものとは信じない。 
11) 娘核の形成される頃に於て両娘核聞に新に Verbindungsfadenを発生する。このもの
、発生後Anaphaseに於て achromatischeFadenが凝縮現象を起す事に依って結節状の 
Mikrosomenが多教新生する。この新生された Mikrosomenは次ぎに互いに懸合合着して
大きさを増大する性質を現わす。その位置的関係，形態，大きさは異るが此の時期に Mikros-
omen，Zellplatte Mitochondria，Golgi装置等が発生して来る。即ち是等のものは近似せ
る発生機転を示す同属で， 発生学上統て Mikrosomensystemに属せしむるを得べきもので
あると考える。 
12) 細胞分裂に於て両娘細胞が形成される時期に細胞形質内に於て，或は時として細胞形質
外に於て， 細胞と細胞とを連絡する帯状叉は砂時計状の暗色に染る homogenの物質を観察
する事がある。是が Spindelrest-Körp~r と称するものである。 
13) Telophase に於て紡錘糸は凝縮機転を呈するが叉一部分は漸次消槌せんとする傾向を
示す。 
① 	凝縮する性質によって紡錘糸上に塊状体を生ずる。それは上記の様であるoそれが大型
のものに発生すれば副核の如きものであり，小型であれば MikrosomenであるO 
② 	叉消槌せんとする性質が強く働けば Spindelrest-Korperは全く発生せずして終るo
故にこの 2つの性質の存在を認識する事は Spindelrest-Korper其の他の物体の発生機
転を理解する上に大切である。 
14) 2個の娘細胞の聞に生ずる一つの Spindelrest-Korperが他の Spindelrest-Korper 
と交叉する状況に因り，樹枝状の形態を呈する事がある。 
15) Spermatocyteの発育期の末期には Spindelrestの細胞形質外の部分は細胞より分離
消失する。 
16) Centrosomは Mikrosomenに近似した穎粒である。是にも大型のものと，小型のも
のとがあるが，小型のものが成長して大型のものとなると思う。 
17) Bombyx moriの Centrosomの特徴は Centrosomから太く長き 2本の鞭毛を発し
ている点であり，細胞有糸分裂に際してはこのものが常に紡錘糸の頂点に春在するので、ある。 
18) Centrosomは念珠状の一連の Mikrosomenfadenの末端に寄在するのが観察され
る。即ち， Mikrosomenと Centrosomと怯同一 Faden内に連結されて寄在するもので
でありこの事は両者の近似性を物語るもので、ある。 
19) 娘細胞成生の際の Centrosomは必ずしも母細胞内の特定なるものより移行するもの
は無く，紡錘糸に Mikrosomenが多数発宣する如く新規の Centrosomが随所に発現する
ものと思われる。 
20) 両極に於ける Centrosomは多くは 1個の小なる穎粒より成立つのが観察される。
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21) Spermatogonium及び Spermatocyteに於て幼若なる時代の Golgi装置は， 大小
不同，オスミウム酸に依り濃染される穎粒として 1個乃至数個出現する。而して，この Golgi
装置は，叉 Mikrosomenと思われる微細頼粒と連絡しているのを発見する事があるo 
22) Spermatocyteの発育期に於ける Golgi装置は円盤状或は不整形を呈し，周辺部のオ
スミウム酸に依り黒染される暗部と，中央部の非染色性の明部とを判定する事が出来るO 但し
両部の塊界は必ずしも明瞭ではない。 
23) Mikrosomenの或物は Golgi装置と同様に Argentophil，Osmiophilの性質を具有
している事は，この両者の近似性を物語るものである。 
24) Golgi装置は Spermatocyteの初期発育期に於ても集団する事なく核の閑囲に輪在
する。 
25} Spermatocyte発育末期に於て Golgi装置は種々なる形態的異型を呈する。即ち，ラ
ケット型，亜鈴型，不正型等である。而し是等に於ても明部と暗部の両部を区別する事が出来
る。 
26) Golgi装置， Mikrosomenは紡錘糸内に其の凝縮機転に依って発生するもので細胞分
裂に於て Golgi装置が Diktyosomenに分散すると考える所謂 Diktyokinese説には疑義
カまある。 
27} Anaphase の初期に於て Golgi 装置は，既に Aequatorialplatte~を離れて両極に向
って移動する。此の際，必ずしも其の数に於て同数に分たれて行動するものとは考えられない。 
28) Anaphaseの末期に於て Verbindungsfaden上に Golgi装置反応を現す穎粒が多数
発生している。このものが更に集結し遂に ring状のものとなることによって Golgi装置は
新生する。而して此の際新生する Golgi装置は決して極附近に於て発見されるものではな
い。是れは Perroncito(1910)の“Diktyokinese"説と異る所以である。 
29) 副核なるものは細胞有糸分裂の終期に於て achromatischeFadenの凝縮機転に依っ
て新生されるO それは Mikrosomen穎粒及び Mitochondria物質の合着せるものに他なら
ない。 
30) 副核を形成する基礎構造物は，其の初期に於て，其の表面が細糸に依って取巻かれ Ga-
tenlyの称する所謂“Spireme"状を呈する。 
31) 所謂穎粒線状体なるもの、発生は Mitochondria物質が副核に集結する時期に於て糸
状体の結節穎粒が胞状化する事に依り，糸状体は胞状の連れる紐状物となり，空胞列に依り紐
状物の周壁に chromophileSubstanzが集積する事に依り成立する。 
32) 次の時期に於ては頼粒線状体の穎粒も漸次空胞化現象を起し，副核の外層は多くの空胞
に依って囲鏡された状態となるが，か、る変化と同時に副核内部の chromophileSubstanz 
も空胞化現象を起す為に所謂 Blackberryの型式を取る。 
33) 副核の内部に多数空胞発生するが各空胞は ChromophileSubstanzを附着する為に空
胞列と空胞列との聞は Chromophi1eSubstanzに依って占められ Lamelle状を形成す。 
' 
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34) Lamellosの ChromophileSubstanzの属板は次第に太くなり Chromophi1eSub-
stanzが寄木細工状に観察される。是が是ち Bowenの唱えたる所謂 Plateworkに一致す
るものであると考えるO 所謂 Plateworkとは其の基礎構造物をなす Mikrosomen及び其
の変成物なる空胞及び之を連ねる物質即ち Chromophi1eSubstanzの複合した為に生ずる
像であると考える。 
35) 副核は初期に於てIは球状形或は円錐形を呈しているが Spermatidの発育と共に楕円
形或は紡錘形を呈する様に変化する。 
36) 副核が紡錘形を呈する様になると， 副核の外層より中心部に達する割目“Spalte"を
生じる。而して，この裂口縁は ChromophileSu bstanz ~乙依って縁取られて居り，軸糸は，
この割自に沿って入り尾部に走る。 
37) 次ぎに副核は次第に細胞の伸長と共に長軸に一致して軸糸の周囲を取囲み，輪状に尾部
の中軸部を構成する。 
38) 副核の背側即ち亀裂の在する側の反対側に於て中心部に空胞群を多数含む淡暗色の物体
を観察する。是が即ち“Centralcore"である。 
39) Central. coreは Spermatidの生長と共に後方に押し下げられ次第に染色性を失って
終には消失する。
稿を終るに臨み終始御恕篤なる御指導御校聞の労を賜わりたる思師森田秀一教授に対レ深甚な
る感謝の意を表する。
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附図略字 
Af ..... achromatische Faden 

AX・・・・・ Achsenfaden 
C ...... Centrosom 
C. C. ・・..central core 
Ch ..... Chromosomen 
G....….....Golgi装置 
g. M.…・・・頼粒線状体 
GV ……… Golgi装置の胞状のもの 
K…・・……・核 
MK......... Mitochondrienkδrper 
M・・・・・・ Mitochondria 
Ms ・・・・・ Mikrosomen 
.. Msf.  Mikrosomenfaden 
MV....…・・胞状の Mitochondria 
Nk………副核 
s. M.・-一..Mitochondria糸状体 
Sp ・・・・・ Spindel 
SPR ・・・ Spindelrest 
SPRK・・・ Spindelrestkorper 
V ......Vacuole 

VK ..... Vacuole mit Korn 

Vf ..... Verbindungsfaden 

ZK ..... Zwischenkorper 
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